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三島のうなぎ

三島は、東海道沿いにある伊豆国一の宮

という格式の高い大社によって栄えた町で、

そして天下の険と言われている箱根八里の

峠の麓にある宿場で、江戸に行く人も、京

に帰る人も必ず宿をとったところである。

したがって、人情が豊かで、旅人の心をと

ても大切にする土地柄である。霊峰富士か

ら地下水となって湧き出る水によって育ま

れた心と食べ物は、人びとを和ませてくれ

る。

日本大学は、第二次大戦終了後すぐ、由

緒ある大社(三島大社)から約1.51mQ北(富

士山方向へ）にあった陸軍野砲連隊の広大

な跡地を、国から払い下げてもらい、日本

大学世田谷教養部三島分校(昭和24年)を

設立、法・文・経済学部の1．2年生のい

わゆる教養課程の授業が行われていた。当

時の教養部長は秋葉安太郎先生で、世田谷

教養部（昭和12年12月、予科文科として

三崎町から移転開設）と兼務されていた。

私は昭和31年秋の三島教養部の運動会

に、バスケット部の監督をしていた辻村向

先生と招待きれたことがあった。朝一番の

東海道線品川駅(5：12→三島着7:42）か

ら乗ることになったので、品川・白金台に

ある江戸時代の名跡松秀寺(実は辻村先生

はここの住職でもあった）の広々とした本

堂に独り寝かされたが、あまり気持ちのい

いものではなかった。

さて、運動会は富士山を背景にして繰り

広げられ、やがて午前の部が終了。みんな

一火かげん－

顧問門脇春男

Iま好きなところで三々 五々 弁当をとるべく

散った。しかし招待された私達にお弁当な

どは渡されない。そうこうしていると、秋

葉先生がお呼びですと案内があった。この

ときの昼食には、極上のうなぎ弁当が用意

されていた。

しかも部長室でご馳走になったのだ。部長

室は当時､正門から100mほど入った広い芝

生の庭付きの一戸建の溝酒な平屋で､20坪

程の控えの間付きの畜握だった（むかしの

連隊長室とか)。

この頃の校舎は、木造2階建ての頑丈な

兵舎を転用したもので、なにか兵どもの夢

の後という感じがした。世話をして下さっ

た服部勤一(体操)･大橋治人(バスケット）

先生たちは､学校の北側の敷地内にあった、

厩舎を改良した家に住んでおられ、夕方に

打ち上げの一杯やろうと、家に誘われて行

ったカミ余りにも質素な部屋なのでびっく

りしたことを記憶している。

午後のプログラムのなかに体操部の模範

演技があった。この時に、栃木高校からき

た優秀な学生がいるんだが､と服部先生が

ぼしつんと言った。私はその場で、世田谷校

舎で体操部を育てたいのだが、その学生を

預からしていただけませんかと服部先生に

お願いをした。それが石｢井征也君だった。

そしてその翌年の昭和32年､日本大学へ

体育会体操部公認願いの申請書に、初代主

将として登録、こんにちに至っている。

縁なものである。
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きて、本題の「三島のうなぎ」について

語ると

昭和45年から約10年間、文理学部三島

校舎(昭和33年名称変更､現在は国際関係

学部）に週1回4コマの講義を担当したこ

とがあった。朝ちょっと早いが、新幹線に

乗り旅行気分となったり、校庭から富士山

の四季の景色を感動的に眺めたりして、結

構楽し<過ごすことができた。

夕方近く授業が終わり、帰路につく頃に

“空腹なこともあり、土地の美しいものを
と、街をぶらつくこともたまにはあった。

そのとき、私がときたま行く店のひとつに

「桜家」という老舗の鰻屋さんがあった。

まさか、十数年前に秋葉先生が特別注文

して、出前までしてくれた鰻屋さんであっ

たとは、一口食べるまでは知らなかった。

爾来、月に1度はのれんをくぐるようにな

った。ここの味は、とにかく美味しいので

ある。

桜屋さんの主人は、鈴木右衛門（故人）

さんの「四季の味」という本に、“味ははる

かなるもの，，と書かれた一文に

《IIImIl‘'、ぼくの毎日は、火鉢の前に立ち、火に
向かうことで一日が終わる。

火の不思議に驚かされるのは常のこと

だ。火をたたすなとか、

火を寝かすなと言われる。

では一体どの工合いの炭の重ね方が良

いのか、ぼくにはよく判らぬ。

火種から起こった炭火を火鉢の舟へ移

し置くとき、ぼくの掌は一度、

二度火の工合いを知るため、火の上に

ひとわたりかざされる。

(原文のまま抜粋）

火もちのいい紀州備長炭をつかい、鰻を

焼きながら火加減を考え､｢主客一人｣の心

となり、美味しい食べ物をつくってくれる

気持ちが嬉しい。

ここの「鰻重」の味は少しかるくて、食

べてて飽きがこないところに、美味の原因

があるのか、はたまた火かげんを、うちわ

でみながらつくる味だから、美味なのか。

いずれにしても、三島に行く楽しみは当分

続きそうである。

（この原稿は､昭和52年度文理学部学叢から転載）
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:うなぎのかば焼きもおいしいが、白

焼きもまたおいしいそれは、山葵卸

にちょっと醤油をたらし、あったか

いうちにさあっとたべることだ



友の死を慎む

上野(佐藤）優子（享年60歳)7期生

平成17年10月14日朝､上野剛君から電話

があって「優子が死んだ・・・」上野剛君

と佐藤優子さんの仲人を務めた関係もあり、

日ごろからご厚誼をいただいていた。優子

さんは函fi肺七飯町の出身で、地元の名門

校大谷高校で体操をやり､昭和36年夏神奈

川でのインターハイに出場した。凄いバネ

のある子がいるとの情報、さらに秋の秋田

国体に北海道代表として参加。やはり予想

通りの選手で､個人総合2位､跳馬で優勝、

と種でも2位という好成績であった。昭和

37年日本大学入学、新人戦では個人総合3

位、跳馬で優勝､徒手･平均台2位､38年

の関東学生では団体・個人ともに2位、跳

馬・徒手優勝o広島でのインカレでは個人

3位､跳馬2位｡さらに39年水戸での関東

学生、前橋のインカレでは、優勝に僅差の

2．3位。東京オリンピック大会の候補と

して選ばれ、ヨーロッパ遠征にも参加。チ

ームにあっては常に明朗で努力家で、リー

ダー格として活躍。

日大女子チームの黄金期をつくった人であ

る。

現役時代の活躍の一端を、ご報告申し上

げ､ご冥福を祈ります。

早乙女貞夫（66歳）3期生

平成18年1月12日朝の7時30分すぎに、

早田先生から電話がある。なにか緊張気味

の雰囲気を感じた。｢実は､早乙女さんが亡

くなりました｡細かいことはあとで…｣。

前日にも､｢築地から飯田橋の病院へ移りま

した」と連絡があったばっかりであった。

君は定年を迎えたころ、少し疲れたな～

と言っていたが､40年間も現役記者として

激務に耐え、職務に精励したのだから、こ

顧問門脇春男

れからはゆとりをもって過ごそうよ！と話

したことがあった。

早乙女君は､産経新聞社の記者として40

年も勤務し、運動部次長、山形支局長とし

て務めたあと､運動部編集委員などで活躍。

私にとって君は、体操記者として相撲担

当記者として馴染みのある顔だった。全国

各地で開催された体操会場などでは、昼夜

を問わず語り合えた。特に、大相撲の東京

場所（1．5．9月）にはいつも、初日のご

案内をいただき、お相撲さんを間近に見る

機会を与えてくれた。

体操界にあっては、関東学生連盟会長、

全日本社会人連盟理事として後進の指導に

あたり、棲樹会では副会長や総会議長とし

て会の発展に、ご尽力賜りました。心から

感謝申し上げます。

津村二郎（享年59歳）10期生

平成18年3月11日朝の9時半頃、早田先

生から電話「ご存じですか？、やや間があ

って、二郎ちゃんが死んだこと・・・」ま

さかと一瞬思った。

と申すのは、去年の暮れのある昼に、津

村君が務める世田谷区砧の商学部近くの大

きなゴルフ練習場でぱったり出会った。ゴ

ルフの授業を終えたところとか。私は、こ

こに所属するレッスンプロに会うためだっ

た。しばし立ち話をして別れた。運動した

あとのせいか少し汗ばんでおり、元気な様

子だった｡11日の昼頃､遠藤幸一君からFAX

で詳細が分かった。

それにしても想い出されるのは昭和50

年頃、同じ商学部の堀内岩雄先生（東京ｵﾘ
ﾝﾋ゚ｯｸ・ﾚｽﾘﾝｸ゙、ライト級銅ﾒﾀ゙ﾘｽﾄ）と一緒に

私の近くにある、米軍ゴルフ場や座間のキ

ャンプのゴルフ場へ暇をみては遊びに行っ
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た。体操も上手かったがゴルフも器用だっ

た。痩せ身で長身だった君は、からだをむ

ちのように使う、近代的なボディースイン

グでよく飛ばした。

昭和62年､日本体操協会第7代研究部長

就任、東京オリンピック以来の世界の‘情報

収集・分析活動を更に発展させ、それを国

内各競技団体やクラブに、正確かつ迅速に

伝えるべく努力した功績は大いなるものが

あった。

鍾襲唇鰯鯛慧争縫
体操部誕生時代から苦楽を共にしっては、体操部誕生時代から号

た仲間である。

誠に、惜別の念に堪えない。

合掌

緯
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スポーツと国際交流

一スポーツの可能性を求めて－

9期今村悟

手前味噌ですが、長年スポーツを通

して国際交流に携わってきました。日

独スポーツ少年団同時交流は毎年夏に

行われています。日本では30年以上続

いている唯一の交流です。また、2001

年秋田で行われた、ワールドゲームズ

秋田大会へのボランティア参加等を経

験して感じたことは、スポーツによる

国際交流をもっと学問的に確立して出

来ないかということでした。この考え

から2004年3月大阪体育学会で､提言

「スポーツ国際交流論」－講座として

の新しい領域を求めて－。また、2006

年3月の大阪体育学会では『｢市民レベ

ルによるスポーツ国際交流一ドイツ・

スポーツクラブ受け入れ交流事例一』

と題して発表いたしました。

また、昨年度から京都学園大学に於

いて、日本で初めての「スポーツ国際

交流論」という講義科目を開講してお

ります。436名が受講登録して教室は

毎回満杯に状況で、しかも日本初と言

うことでどのように進めていけばよい

のか皆目見当がつかず学生には大変迷

惑をかけた講義となりました。授業も

パソコン利用してわかりやすく説明し

たつもりです。毎回授業の最後に小レ

ポートを書かせ、学生が感じたこと、

興味があること等を把握しました。学

生自身が何に興味を持ち講義に望んで

いるのかがわかってくると、とても充

実して時間を過ごすことができたと感

じています。しかし、なんといっても

スポーツについての知識が意外とない

ことがわかりました。

若者達がスポーツに大変興味を持っ

ていることは感じていますが、日本で

行われているスポーツが世界と同じよ

うに行なわれていると勘違いしている

のです。世界には色々なスポーツがた

くさんあります。それぞれのスポーツ

にはその地域の歴史と文化が大きく関

係しております。しかし、多くの国民

はスポーツに限らず、全ての事柄につ

いて日本を中心とした考えしか持つこ

とができません。それは、日本から見

た視点しかないのです。

また、スポーツの国際大会は一年中

開催されていますが、競技スポーツだ

けがスポーツではありません。スポー

ツの持っている有益'性をもっと前面に

出す必要があると感じます。

このような考えから、ただスポーツ

で試合をするだけでなく、スポーツを

通して国際交流を深めることの意義と

重要性を多くの人々に理解していくこ

とが私の使命と考え、2004年夏、スポ

ーツ国際交流団体IS弼OA＝イスポアを

立ち上げました｡現在会員数は50名と

なり、桜樹会にも会員となっていただ

いた方もおられます。

このISPOA主催の国際交流が2005年

3月22日より30日までドイツより15

名のバレーボールクラブチームを受け

入れましたので報告したいと思います。

この交流を通してスポーツと国際交流

-5－

"観11圃箪〉

鋤'1



を理解していただけたら幸いです。

今回の来日チームは20年前に私が

所属･指導していたクラブであり､2002

年夏に13名の学生を連れて遠征した

返礼訪問でもあります。15名(男‘性13

名、女性2名)の平均年齢は37．8歳、

平均身長185cm，職業は銀行員、会社

経営者等多彩であり10日間の休暇を

取っての来日となりました。3月22日

から26日まで亀岡市、26日から30日

鐸で岐阜県関市において交流を行いま
1＝た。

2002年ヨーロッパ訪問メンバーや学

生を中心としたスタッフ20名がこの

交流に参加してくれました。交流を実

現するには約1年以上の準備が必要で

すが、ほとんど毎週のミーティングや

交渉で実現することができました。

この交流からさかのぼること4年前

の2002年8月19日より9月3日まで

関西のある大学のバレーボールチーム

13名をつれてヨーロッパ（ドイツ、ベ

ルギー､オランダ)遠征を行いました。

この交流を実現するまでには3年近い

‘‘､歳月を要しましたが､準備には大変長
V,時間と手間が必要です。

今回は､｢地域とのふれあいと国際交

流｣をテーマとして企画しましたので、

亀岡市においては、私の学校区である

中学校との交流や京都学園大学バレー

ボール部との親善試合、ISPOAとのス

ポーツ交流を実現することができまし

た。特に中学生との交流は大変意味の

あるものだったと感じています。私の

住居は亀岡市内といっても山中の大変

自然豊かな場所で、小・中校は僻地指

定されております｡各学年lクラスで、

3年生が卒業していましたので2学年

の69名という小規模校です｡このよう

な環境ですので当然生徒は外国人と交

流してことがありません。生徒自身が

交流内容を考えて一生懸命に自分達の

力で交流を進めていく気持ちが感じら

れ、大成功の交流訪問となりました。

具体的には、日本文化紹介(習字､折り

紙、独楽回し)とゲーム大会(じゃんけ

ん列車､ハンカチ落し、大縄跳び)等行

いました。

また､ISPOAスタッフとの交流では、

バレーボールやバドミントンを行い、

京都学園大学バレーボール部との親善

試合では、合宿をこの交流にあわせて

いただき、合宿に参加していた他の大

学や高校生2チームとも試合を行いま

した｡昼食を兼ねたレセプションでは、

高校生や大学生合わせて70名にもお

よぶ大変活気ある友好の場となりまし

た。今回の亀岡滞在は、私の隣家にあ

る空き別荘と私の家を利用してのスタ

ッフとの合同宿泊とし、食事を一緒に

作ったりさよならパーティーを行いま

した。

4泊5日の亀岡滞在を終え岐阜県関

市に向かいましたが、関市滞在は市体

育協会の全面的な協力で可能となりま

した｡関市は世界的な刃物の町であり、

日本の名刀｢関の孫六｣は特に有名で、

日本の有名刃物メーカー2社の本社が

あり人口9万人です。

関市滞在は4泊5日で、関市の少年

－6－



自然の家に宿泊し一般の宿泊客と同じ

条件で行われました。当然関市のプロ

グラムは、伝統的な刀鍛冶見学や刃物

博物館、爪きり工場見学等のいれまし

たが、もちろんスポーツ交流は関市バ

レーボールクラブチームやママさんバ

レーボール、9人制バレーボール初体

験、なぎなた体験、シニアクラブとの

玉入れやパターゴルフ、グランドゴル

フ交流と大変変化に富んだものとなり

ました。

関市でも総合型地域スポーツクラブ

の振興を目指しており、この滞在が地

元スポーツクラブ活‘性化の起爆剤にな

り、より多くの市民がスポーツに参加

するためには、スポーツクラブの振興

が非常に重要であることを、市のスポ

ーツ関係者が実感できたことが大きい

のではないでしょうか。

今回の交流についても、スポーツが

国際交流に大変有効であることが実証

されました。スポーツの持っている可

能性は大きく、多くの人にスポーツを

もっと活用してもらうことが重要との

認識を一層深めました。スポーツはコ

ミュニケーションをはかる最高の手段

であります。今日の疲弊した社会環境

とモラルの低下、引きこもり等にもス

ポーツが最適です。そのためにもスポ

ーツをもっと活用したら良いのではな

いでしょうか。

我国のスポーツ行政は大変遅れてお

り、スポーツの良さを行政とスポーツ

関係者がしっかりした方針を持つべき

ではないでしょうか。

総合型地域スポーツクラブの振興を、

政府や各都道府県の体育協会、競技団

体が一体となった方針が求められてい

ます。

今後どのようにして市民、とりわけ

若い人たちのスポーツ参加と理解を通

して国際交流を行うことがポイントと

感じています。また、外国文化と日本

文化との違いをどのように説明し理解

を求めるのか。そして、最も大切な日

本の歴史と文化を知ることが日本の将

来の方向‘性を見出せると考えます。そ

のためにも、スポーツによる国際交流

が大きな意味を持ち、一つの方法では

ないのでしょうか。

－7－
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お‘忙しいところ誠にありがとうございました。今後とも，日本大学桜樹会を素晴らしい会に

発展させるためにご協力くださるようよろしくお願い申し上げます｡(会報への原稿募集につき

ましては巻末をご参照下さい｡）

会費納入のお願いと住所シールの見方

～会費未納の方へ～

日本大学桜樹会の収入のほとんどが会費によるものです。ご多忙とは存じますが、お手すき

の時にご入金いただきますようご依頼申し上げます。なお、お振込の際には、必ず振込用紙の

各欄に詳細をはっきりとご記入下さるようお願い申し上げます。

＜住所シールの見方＞

‘'1mm'､､34－06）君嶋孝之ﾌ様

2005年度分まで納入済:05／12／13付入金

→個人コード番号(体操部34回卒）

→2005年度分までが、2005年12月

13日付で入金されています。

平成18年度分の会費について

正会員の年会費については､卒業後20年以上の場合は6,000円､同10年以上20年未満の場

合は4,000円、同10年未満の場合は2,000円となっています。よって平成16年度分の会費は
次のようになります。
i………………………………………………………….…1！………………………………………….…………………‐……………………………………………………….……I

il～27回卒；6,000円ii28～37回卒；4,000円；’38～47回卒；2,000円｜
……………………………….……………………………；i……………….………………………….………….…一；i…………………….………………………………………．

【郵便振替口座番号】00140－5－lll495日本大学桜樹会

(#鯉､';､、

－8‐



平成1ﾌ年度事業および行事報告

JlL，
Ll5刈､収巾ji総/言.1邪91ヨ排

刺 総 合 日 俳

/忽爾脇，

9

マカオ

愛知；小牧市総合体育館

栃木；宇都宮

尼崎市記念公園総合体育館

神奈川県立体育センター

岡山県体育館 ’

兵
一
一
一

一

厘
一

一

一

■ﾖ業お C旨び行菖三内容 場
ー

月
ー

T

5
4～5

13～15

世界選手権2次予選ほか

東日本インカレ（応援）

第一体育

営体育館

館

6 14 会幸超9号・名簿発行･発送

7 8～9
I

ト
ー 冒界選弓

一

ロ
ノ

ー
ー 窪最終予選、NHKj

凸

一

ソくほ力ミ サン ミーム福ツ
一
一

8
7～9

12～15

インターハイ（懇親会）

ユニバーシアード

千葉ポートアリーナ

トルコ；イズミル

9

10

1～3

17～19

13～16

21～23

23～26

29～11／

6

全日本インカレ（応援・懇親会）

社会人（選手派遣・応援・懇親会）

全日本（応援・懇親会）

関東学生新人・交流（応援）

国体（懇親会）

東アジア大会

11
21～27

26～27

世界選手権

忘年会（有志）

オーストラリア・メルポル

ン

熱海；ホテル貫一

1 21 新年会（有志） 新宿；栄寿司二号店

3 延期 平成17年度総会・懇親会 延期
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平成1ﾌ年度競技会成績
25回卒
43回卒

遠藤幸一

葛西玲広

◆世界体操競技選手権大会・東アジア競技大会第2次選考競技会

ユニバーシアード代表決定競技会
◆東日本学生選手権大会
◆世界体操競技選手権大会・東アジア競技大会代表決定競技会
◆東日本学生選手権大会

◆世界体操競技選手権大会‘
◆NHK杯

◆全日本学生選手権大会
◆全日本社会人選手権大会
◆関東学生交流大会
◆関東学生新人大会
◆全日本選手権大会
◆国民体育大会

－10‐



2005

男子

38期

43期

45期

男子

45期

4年

3年

4年

2年

4年

3年

44期

順

1

2

3

14

23

25

順

1

代表

2

代表

3

代表

4

代表

5

代表

14

18

24

28

32

33

38

39

第38回世界体操競技選手権大会第2次選考会兼第4回東アジア競技大会第2次選考会

世界体操競技選手権大会

選手名 所属

冨田洋之 セントラルスボーツクラブ

米田功 徳洲会体操ｸﾗﾌﾞ

水鳥寿思 徳洲会体操クラブ

林弘策 コナミスポーツクラブ

鏡尚志 作新TMクラブ

芳村裕生 コナミスポーツクラブ

ユニバーシアード

選手名 所属

冨田洋之 セントラルスポーツｸラブ

鹿島丈博 セントラルスポーツクラブ

馬場亮輔 早稲田大学

桑原俊 徳洲会体操クラブ

森超人 日本体育大学

芳村裕生 コナミスポーツクラブ

江原嘉一 日本大学

西峯賢二 日本大学

山口悠樹 日本大学

田中和仁 日本大学

飯島顕 日本大学

守屋貴夫 日本大学

佐藤佑介 日大樫樹クラブ

ゆか

9.175

9.075

9.300

9.250

8.575

8.575

8.700

9.075

8.950

8.800

8.450

8.700

ゆか

9.175

9.075

8.700

8.300

8.800

8.875

9.075

8.500

8.925

8.800

8.450

8.700

7.875

7.900

8.975

8.750

9.000

9.000

8.350

8.425

8.725

8.650

8.300

8.600

7.700

7.900

あん馬

9.600

9.625

9.200

9.200

9.100

9.375

8.800

8.600

8.750

8.950

8.900

8.800

あん馬

9.600

9.625

9.750

9.775

8.900

8.975

8.750

8.800

8.950

8.975

8.900

8.800

8.350

7.800

8.800

8.000

7.300

7.900

8.050

8.450

7.550

9.400

8.350

7.950

8.950

8.950

つり輪

9.500

9.700

8.775

8.775

9.050

9.000

8.825

8.900

8.550

8.500

9.200

8.350

つり輪

9.500

9.700

8.200

8.300

8.925

8.900

8.500

8.600

8.175

8.225

9.200

8.350

8.800

8.850

7.400

7.400

8.450

8.425

7.800

8.300

8.750

8.750

7.475

8.000

7.800

8.100

11

跳馬

9.425

9.550

9.325

9.425

9.575

9.525

9.300

9.225

9.100

9.225

9.450

8.900

跳馬

9.425

9.550

9.300

9.225

8.950

9.125

9.200

9.275

9.450

9.575

9.450

8.900

9.200

9.150

9.425

9.550

9.150

9.200

9.100

9.000

8.900

9.025

9.100

9.150

9.000

8.500

平行棒

8.750

9.500

9.525

9.450

9.225

9.000

8.750

8.850

8.750

8.200

7.750

8.750

平行棒

8.750

9.500

9.425

9.425

9.350

9.300

9.375

9.450

8.800

9.125

7.750

8.750

9.200

9.150

8.150

8.350

8.825

9.000

8.600

9.000

8.150

7.000

7.700

8.450

9.050

7.250

鉄棒

9.600

9.750

9.500

9.325

9.250

9.200

8.750

8.900

8.950

8.550

8.700

8.650

鉄棒

9.600

9.750

9.225

9.225

9.100

8.825

9.125

8.600

9.350

8.800

8.700

8.650

8.925

8.900

9.325

9.125

8.100

8.050

8.400

8.000

7.850

8.625

8.300

8.150

8.500

7.800

代々木第一体育館(東京）

2005/5/4-5

1日/2日

56.050

57.200

55.625

55.425

54.775

54.675

53.125

53.550

53.050

52.225

52.450

52.150

1日/2日

56.050

57.200

54.600

54.250

54.025

54.000

54.025

53.225

53.650

53.500

52.450

52.150

52.350

51.750

52.075

51.175

50.825

51.575

50.300

51.175

49.925

51.450

49.225

50.300

51.000

48.500

総計

113.250

111.050

109.450

106.675

105.275

104.600

総計

113.250

108.850

108.025

107.250

107.150

104.600

104.100

103.250

102.400

101.475

101.375

99.525

99.500

/識､'1:''11
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2005

女子

女子

､偏心

1年

(懲り'’1,,、

順

1

2

3

順

1

代表

2

代表

3

代表

4

代表

5

代表

30

第38回世界体操競技選手権大会第2次選考会兼第4回東アジア競技大会第2次選考会

世界体操競技選手権大会

選手名 所属

石坂真奈美 国士舘大学

上村美揮 立教女学院短期大学

佐 原礼香 青森大学

ユニバーシアード

選手名 所属

石坂真奈美 国士舘大学

上村美揮 立教女学院短期大学

佐原礼香 青森大学

山本さとみ 岡山県体操協会

田中綾子 青森大学

井上春香 日本大学

跳馬

9.225

9.250

8.975

7.875

8.900

8.900

跳馬

9.225

9.250

8.975

7.875

8.900

8.900

8.850

8.875

9.000

9.000

8.250

8.325

段違い平行棒

9.300

9.350

9.525

9.000

8.700

9.000

段違い平行棒

9.300

9.350

9.525

9.000

8.700

9.000

8.725

7.500

8.400

8.650

7.350

7.475

平均台

8.650

8.850

8.775

9.050

8.825

8.750

平均台

8.650

8.850

8.775

9.050

8.825

8.750

8.700

8.300

8.325

8.025

7.375

7.825

12

ゆか

9.000

9.350

8.750

8.450

8.725

8.550

ゆか

9.000

9.350

8.750

8.450

8.725

8.550

8.550

8.450

8.100

8.325

7.450

7.500

1日/2日

36.175

36.800

36.025

34.375

35.150

35.200

1日/2日

36.175

36.800

36.025

34.375

35.150

35.200

34.825

33.125

33.825

34.000

30.425

31.125

代々木第一体育館(東京）

2005/5/4－5

総計

72.975

70.400

70.350

総計

72.975

70.400

70.350

67.950

67.825

61.550



岩手県営体育館東日本学生選手権大会 2005/5/14～152005

13

男子

個

個人総合

'‘鼠M‘蝿｝

女子 順 チーム名
●

跳馬； 段違い 平均台 ゆか 合計

1 日本体育大学 45.950

ロ
●
●
●
●
争
卓

45.075
ロ
●
●
●
●
●
ロ

44.100
》
●
●
●
●
●
ａ

44.850 179.975

2 東京女子体育大学 44.550
｝
●
●
●
●
●
■

44.575

一
●
●
●
●
●
●

43.025

》
●
●
●
●
■
●

43.150 175.300

3 青森大学 43.825
●
●
●
●
●
▲ 44.400

●
●
●
●
●
▲ 43.300

●
●
●
●
●
▲ 42.250 173.775

8 日本大学 41.600
Ｏ
Ｄ
Ｄ
●
●
《

40.200
一
●
●
●
●
●
一

37.500
｜
●
●
●
●
●
’

41.325 160.625

順 チーム名 ゆか あん馬 つり輪 跳馬 平行棒 鉄棒 合計

1 日本体育大学 42.900
一
●
●
●
●
●
●

43.800
一
●
●
●
●
●
色

42.900 46.425 44.500 43.950 264.475

2 順天堂大学
一
●

43.500；
●

41.350
●
●
●
●
●
●

42.850 45.875 45.050 45.025 263.650

3 日本大学 43.550
●
●
●
●
●
●
一

40.600
●
■
●
●
●
●
一

42.200 46.175 44.450 43.400 260.375

順 選手名 所属 跳馬； 段違い； 平均台； ゆか 合計

2年 1 佐原礼香 青森大学 9.525
●
●
●
●
●
●
一

9.625 9.625
●
●
●
●
●
●
一

9.350 38.125

2年 2 溝口絵里加 日本体育大学 9.400
●
●
●
●
●
●
一

9.100 9.450 9.300 37.250

4年 3 田中綾子 青森大学 9.450： 9.375： 9.075 8.950 36.850

1年 41 井 上 春 香 日本大学 9.150
己
●
●
●
●
●

7
｡

7.650；
●

p

7.650；
●

8.575 33.025

1年 55溺藤あゆみ 日本大学 8.250
●
●
●
●
●
●

8.200
●
●
●
●
●
●

7.000
●
●
●
●
●
●

8.350 31.800

2年 56佐橋春枝 日本大学 7.500
●
●
●
●
●
●
一

‐

8.150；
●

00； 8.150 31.700

3年 59後藤沙織 日本大学 8.350
》
●
●
●
●
●
《

8.300
》
●
●
●
●
●
《

7.200
》
●
●
●
●
●
《

7.650 31.500

2年 60立石絵里 日本大学 8.300
一
●
●
●
●
●
●

7.700
一
●
●
●
●
●
●

8.400
｜
●
●

●
》
●
●
■

7.000 31.400

4年 62 田崎晶子 日本大学
●

00；
●

7.650
●
●
●
●
●
●

7.600
●
●
●
●
●
●

7.750 31.200

4年 69村田麻衣子 日本大学 8.500
●
●
●
●
●
●
一

7.900 5.900
●
●
●
●
●
●
｛

8.300 30.600

1年 70 半谷有里 日本大学 6.950
や
●
●
●
●
●
一

8.300 7.350
》
●
●
●
●
●
凸

7.950 30.550

順 選手名 所属 ゆか； あん馬 つり輪 跳馬； 平行棒 鉄棒： 合計

3年 1 森超人 日本体育大学 8.900
●
ｐ
●
●
●
●

1

8.8001
1

7.850 9.500
●
●
●
●

●
●

9.300 9.450
●
●
●
●
●
●

53.800

4年 2 楠紘朗 筑波大学 8.450
●
●
●
●
●
●
』

9.100 8.950 8.950
ロ
●
●
●
●
●
《

9.400 8.850
■
●
●
●
●
●
一

53.700

4年 3 村田憲亮 順天堂大学 8.450 8.550 8.500 9.325； 9.350 9.300： 53.475

4年 7 飯島顕 日本大学 8.700
■
●
●
●
●
●

8 8.550 7 8.450
■

9.000；
●

8.600 9.000：
●

52.300

4年 12江原嘉 日本大学 7.800
●
●
●
●
●
●

8.300 8.900 6 9.250
8
●
●
●
●

8.650 8.750
●
●
●
●
●
●

51.650

3年 12内田友幸 日本大学 8.850
●
●
●
●
●
●
一

4 8.350 8.400 9.200
○
●
●
●
●
●
一

9.150 8 7.700 51.650

4年 15 山口悠樹 日本大学 8.600
垂
●
●
●
●
●
ロ

8.050 8.350 9.200
ロ
。
●
●
●
●
《

9.250 6 8.100
ロ
●
●
●
●
●
凸

51.550

2年 30 田中和仁 日本大学 8.250
｝
●
●
●
●
●
●

7.350
一
●
●
●
●
●
●

8.100 9.100
一
●
●
●
●
●
●

8.800 8.350
》
●
●
●
●
●
●

49.950

3年 33西峯賢二 日本大学 9.150
｜
●
●
●
●
●
●

1 6.700
●
●
●
●
●
●

6.800 9.425
●
●
●
●
●
●

3
1

8.2001
1

□

00；4
●

49.475

3年 34 守 屋 貴 夫 日本大学 8.000
●
ゆ
●
●
●
●
一

8.400
●
●
●
●
●
●
一

8.050
●
●
●
●
●
●
一

●

9.125： 7.650 8.150
●
●
●
●
●
● 49.375

4年 40 清水昭幸 日本大学 8.350 7.600
■
●
●
●
●
●
今

7.900
■
●
●
●
●
●
｛

9.100
句
●
●
●
●
●
凸

7.850 7.100
ゆ
●
●
●
●
●
一

47.900

4年 42 小田原玄弥 日本大学 7.450
》
●
●
●
●
●
曲

00
》
●
●
●
●
●
ロ

8.150
》
●
●
●
●
●
曲

8.500
一
●
●
●
●
●
▲

7.750 9.200
》
●
●
●
●
●
《

4 47.650



2005第44回NHK杯兼第38回世界体操競技選手楢大会日本代表決定賎技会兼第4回東アジア競技大会日本代表決定競技会サンドーム福井(福井）
川h／ノ／卜里子惜界佐埋鎧特撰手権大会・東アジア競技大会2005/7/8-9

順 選手名

1 水鳥寿思

世界

2 富田洋之

世界

3 鹿島丈博

世界

4 馬場亮 輔

東ア

5 田原直哉

東ア

6 桑原俊

東ア

7 小川泰弘

東ア

("M，'、
8

東ア

小林研也

’
9

東ア

楠紘朗

15山田辰也

世界

17 関口栄一

世界

38期 10 林弘策

所属

徳洲会体操ｸラブ

セントラルスポーツ

セントラルスポーツ

早稲田大学

徳洲会体操ｸラブ

徳洲会体操ｸﾗﾌﾞ

徳洲会体操ｸラブ

日本体育大学

筑波大学

コナミスボーツクラブ

コナミスポーツクラブ

コナミスボーツｸラブ

ゆか

9.125

9.250

8.100

8.325

8.300

9.000

8.800

8.575

9.275

9.325

8.825

8.775

8.800

8.525

8.975

9.150

7.700

8.800

8.950

8.500

9.150

9.300

8.800

8.725

あん馬

9.450

9.450

8.600

8.450

9.675

9.575

9.350

9.300

8.600

8.750

8.700

8.800

8.850

9.150

9.300

9.400

9.000

9.100

8.550

7.350

4.700

4.800

8.850

8.950

女子世界体操競技選手権大会・東アジア競技大会

順 選手名

1 石坂真奈美

代表

1 大島 杏 子

代表

〈‘Immi属 3

代表

佐原 礼 香

4 溝口絵里加

代表

5 竹中 美 穂

代表

6 水鳥舞夏

代表

所属
朝日生命体操クラブ

朝日生命体操クラブ

リベラル体操クラブ

朝日生命体操クラブ

中京大学

減璽学圏中裏専字栓体働クラブ

跳馬

9．175

9．225

9．100

9．000

8.575

8.725

8.275

8.650

8.475

8.550

8.600

8.500

段違い平行棒

8.550

9.225

9.050

8.275

9.025

8.725

8.425

9.000

8.600

8.750

8.675

8.525

つり輪

9.125

9.075

9.675

9.675

8.450

8.450

8.900

9.075

9.275

9.400

8.800

8.800

8.775

8.700

9.000

8.925

9.225

9.100

9.475

9.550

5.650

5.250

8.975

8.875

平均台

8．950

9．100

8.750

8.900

8.250

9.100

8.475

8.950

8.450

8.450

8.525

8.525

‐14－

跳馬

9.475

9.600

9．000

9．025

9.550

9.125

9.200

8.950

9.350

9.225

9.175

9.200

9.300

9.450

9.375

9.025

8.900

9.075

9.300

9.325

9.550

9.425

9.225

9.050

ゆか

8.775

9.025

9.275

9.300

8.925

9.100

9.075

8.650

8.750

8.775

8.750

8.750

平行棒

9.150

9.200

9.300

9.575

9.275

9.450

9.450

9.450

9.200

8.600

9.300

9.400

9.575

9.450

8.600

8.850

9.300

9.400

8.000

7.750

7.100

7.150

8.600

8.950

1日/2日

35.450

36.575

36.175

35.475

34.775

35.650

34.250

35.250

34.275

34.525

34.550

34.300

鉄棒

9.325

9.375

9.400

8.500

9.475

9.425

9.050

8.850

9.150

8.825

9.425

9.050

8.850

8.800

8.400

8.625

8.750

8.500

8.700

9.000

8.400

7.700

8.250

8.850

総計

(35.475）

107.500

(35.850）

107.500

(34.925）

105.350

(34.900）

104.400

(33.562）

102.362

(33.075）

101．925

1日/2日

55.650

55.950

54.075

53.550

54.725

55.025

54.750

54.200

54.850

54.125

54.225

54.025

54.150

54.075

53.650

53.975

52.875

53.975

52.975

51.475

44.550

43.625

52.700

53.400

総計

54.725

166.325

56.625

164.250

54.425

164.175

54.012

162.962

53.125

162.100

53.625

161.875

53.525

161.750

53.525

161.150

53.512

160.362

53.025

157.475

53.375

141.550

53.337

159.437



2005第44回NHK杯

男子個人成績

サンドーム福井(福井）

2005/7/8-9

'鼠燕慰I

、

個人成績女子

－15－

順 選手名 所属 ゆか あん馬 つり輪 跳馬 平行棒 鉄棒 1日/2日 総計

1 水鳥寿思 徳洲会体操ｸﾗﾌﾞ 9.125

9.250

9.450

9.450

9.125

9.075

9.475

9.600

9.150

9.200

9.325

9.375

55.650

55.950

54.725

166.325

2 冨 田 洋 之 セントラルスポーツ 8.100

8.325

8.600

8.450

9.675

9.675

9.000

9.025

9.300

9.575

00

8.500

54.075

53.550

56.625

164.250

3 鹿島丈博 セントラルスポーツ 即
”

9.675

9.575

8.450

8.450

9.550

9.125

9.275

9.450

9.475

9.425

54.725

55.025

54.425

164.175

4 馬場亮輔 早稲田大学 8.800

8.575

9.350

9.300

8.900

9.075

9.200

8.950

9.450

9.450

9.050

8.850

54.750

54.200

54.012

162.962

5 田原直哉 徳洲会体操ｸﾗﾌﾞ 9.275

9.325

8.600

8.750

9.275

9.400

9.350

9.225

9.200

8.600

9.150

8.825

54.850

54.125

53.125

162.100

6 桑原俊 徳洲会体操クラブ 8.825

8.775

8.700

8.800

8.800

8.800

9.175

9.200

00

9.400

9.425

9.050

54.225

54.025

53.625

161.875

38期 10 林弘策 コナミスポーツｸﾗﾌﾞ 8.800

8.725

8.850

8.950

8.975

8.875

9.225

9.050

00

8.950

8.250

8.850

52.700

53.400

53.337

159.437

順 選手名 所属 跳馬 段違い平行棒 平均台 ゆか 1日/2日 総計

1 石坂真奈美 朝日生命体操クラブ
9.175

9.225

8.550

9.225

8.950

9.100

8.775

9.025

35.450

36.575

(35.475）

107.500

1 大島杏子 朝日生命体燥ｸﾗﾌﾞ 9.100

9.000

9.050

8.275

8.750

8.900

9.275

9.300

36.175

35.475

(35.850）

107.500

3 佐原 礼 香 リペラル体操ｸﾗﾌﾞ 8.575

8.725

9.025

8.725

8.250

9.100

8.925

9.100

34.775

35.650

(34.925）

105.350

4 溝口絵里加 朝日生命体燥クラブ 8.275

8.650

8.425

9.000

8.475

8.950

9.075

8.650

34.250

35.250

(34.900）

104.400

5 竹中美穂 中京大学 8.475

8.550

8.600

8.750

8.450

8.450

8.750

8.775

34.275

34.525

(33.562）

102.362

6 水鳥舞夏
電星雫屋中裏弓手eR体画ｸうプ

8b600

8．500

8.675

8.525

8.525

8.525

8.750

8.750

34.550

34.300

(33.075）

101.925



2005/9/1－3全日本学生選手権大会 愛知・小牧市スポーツ公園篭合体育誼2005

(箪，i穂！；

男子

個人成綱男子

年
年

男子 個人総合

‐16‐

(鯉wIII,、

学年 順 選手名 所属 ゆか あん馬 つり輪 跳馬 平行棒 鉄棒 合計

4年 1 村田憲亮 順天堂大学 9.150

一
●
●
●
●
●
凸

9.100
●
●
●
◆
●
凸

8.600 9.475 9.600 9.200

一
●
●
●
●
●
ぬ

55.125

4年 2 馬場亮輔 早稲田大学 9.100

一
●
●
●
●
●
▲

9.450

一
●
●
●
●
●
▲

8.900 9.425 9.000 9.175

一
●
●
●
●
●
血

55.050

3年 3 沖ロ誠 日本体育大学 9.350 8.850 9.100 9.800 9.100 8.650 54.850

3年 12 内田友幸 日本大学 8.950 8.350 8.700 9.300 9.300 8.600 53.200

4年 13 飯嶋顕 日本大学 7.800 9.500 9.175 9.100 8.800 8.800 53.175

4年 17 江原嘉一 日本大学 8.500 8.600 9.100 9.275 8.750 8.300 52.525

3年 18 西峯賢二 日本大学 9.150 8.650 7.650 9.450 8.500 9.100 52500

2年 25 田中和仁 日本大学 8.700 8.000 8.550 9.200 9.300 8.500 52.250

4年 27 山口悠樹 日本大学 8.600 8．000 8.800 9.175 9.400 8.200 52.175

42 清水昭幸 日本大学 8.300 8.750 8.500 9.100 8.150 8.100 50.900

47 守屋貴夫 日本大学 8.600 7.900 8.100 9.050 8.400 8.400 50.450

4年 78 城崎大樹 日本大学 8.250 7.300 8.900 8.250 7.950 7.750 48.400

2年 89 松本憲秀 日本大学 7.600 6.750 8.100 9.200 7.850 7.600 47.100

3年 109 池田賢明 日本大学 0．000 7.550 9.200 8.500 7.400 5.750 38.400

順 チーム名 ゆ力 あん馬 つり輪 跳馬 平行棒 鉄棒 合計

1 日本体育大学 44.150 45.975 45.050 46.875 46.900 44.250 273.200

2 順天堂大学 44.100

画
●
●
●
●
●

44.500

ロ
●
●
●
●
●
一

43.850 46.600 46.350 43.900 269.300

3 日本大学

。
●

43.900§
●

43.100

毎
●
●
●
●
●

44.325 46.400 45.550 43.300

■
●
●
●
●
●

266.575

学年 順 選手名 所属 ゆか あん馬 つり輪 跳馬 平行棒 鉄棒 合計

4年 1 村田憲亮 順天堂大学 9.050 9.100 9．000 9.425 9.700 9.175 55.450

4年 2 藤田上総 日本体育大学 8.450 9.550 8.950 9.100 9.600 9.100 54.750

2年 3 水鳥豪敏 日本体育大学 9.050 9.250 8.050 9.275 9.250 9.450 54.325

4年 14 江原嘉一 日本大学 8.700 8.750 8.800 9.300 9.300 5 8.400 53.250

2年 15 田中和仁 日本大学 8.650 9.000 8.700 9.100 8.900 8.800 53.150

4年 21 飯嶋顕 日本大学 8.350 9.600 1 9.000 9.150 7.750 8.700 52.550

3年 21 内田友幸 日員 貝大学 8.750 8.500 8.500 9.200 9.200 8.400 52.550

4年 23 山口悠樹 日本大学 8.800 7.650 8.900 9.125 9.300 5 8.600 52.375

3年 26 西峯賢二 日本大学 9.025
●
●
●
●
●
●

3 8.750 7.550 9.500 8.350 9.050 52.225



全日本学生選手権大会2005 愛知・小牧市スポーツ公団総合体育随 2005/9/1-3

、

女子1部

個人成績女子1部

女子2部個人総合

女子1部個人総合

女子2部個人成績

'録詞mIlリ
全日本学生選手権大会 2005/9/1－32005

女子2部

愛知・小牧市スポーツ公園鶴合体育館
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学年 順 選手名 所属 跳馬 段違い平行棒 平均台 ゆか 合計

2年 1 石坂真奈美 国士舘大学 9.625 9.675

●
●
●
●
●
●

9.450
●
●
●
●
●
●

9.625
●
●
●
●
●
●

38.375
●
●
●
●
●
●

2年 2 上村美揮 立教女学院短期大学 9.600 9.400
●
●
●
●
●
●

9.500
の
●
●
●
●
●

9.525
●
●
●
●
●
●

38.025
●
●
●
●
●
●

2年 3 椋本啓子 大阪体育大学 9.200 9.475

｜
●
●
●
●
● 9.250

Ｃ
●
●
●
● 9.100

●
●
●
●
● 37.025

1年 4 井上春香 日本大学 9.000 00 00
●
●
●
●
●
▲

9.275
●
●
●
●
●
《

35.375

2年 5 立石絵里 日本大学 8.600

幸
●
●
●
●
●
一

8.650 8.550

》
●
●
●
●
◆
ユ

9.000

》
●
●
●
●
●
一

34.800

4年 7 村田麻衣子 日本大学 8.350

ロ
●
●
●
●
●
一

8.850 00

ロ
●
●
●
●
●
一

8.725

■
○
●
●
。
●

34.625

ロ
●
●
●
●
●

4年 11 田崎晶子 日本大学 8.100

■
●
●
●
●
●

8.650 8.450

●
●
●
●
●
●

8.600

●
●
●
●
●
●

33.800

●
●
●
●
●
●

1年 15 斎藤あゆみ 日本大学 8.300
●
●
●
●
●
●

8.300 8.425 8.075
●
①
●
●
●
■

33.100
●
●
●
●
●
●

3年 30 後藤沙織 日本大学 8.175 8.000 6.650
●
●
●
●
●
□

8.600
●
●
●
●
●
■

31.425

2年 33 広田望 日本大学 7.825 7.500 7.700 7.750

一
●
●
●
●
●
ａ

30.775

2年 34 佐橋春枝 日本大学 7.850 8.300 6.150

》
●
●
●
●
●
一

8.450

》
●
●
●
●
●
一

30.750

学年 順 選手名 所属 跳馬 段違い平行棒 平均台 ゆか 合計

2年 1 佐原礼香 青森大学 8.950

一
●
●
●
●
●
凸

9.050 9．000 8.950

一
●
●
●
●
●
■

35.950

一
●
●
●
●
●
凸

2年 2 市川千尋 仙台大学 8.725 8.950 9.000 8.750

》
●
●
●
●
●
一

35.425

一
●
●
●
●
●
一

2年 3 溝口絵里加 日本体育大学 00 9.250 8.900 8.400

》
●
●
●
●
●
一

35.250

■
●
●
●
●
●
一

学年 順 選手名 所属 跳馬 段違い平行棒 平均台 ゆか 合計

2年 1 石坂真奈美 国士舘大学 00 9.300 9.000
●
●
●
●
●
●

9.075 36.575
●
●
●
●
●
●

2年 2 上村美揮 立教女学院短期大学 8.800 9.400 8.100

｜
●
●
●
●
●
●

8.950 35.250
の
●
●
●
●
ロ

2年 3 椋本啓子 大阪体育大学 8.450 7.700 8.550 7.800 32.500

一
●
●
●
●
●

1年 6 井上春香 日本大学 8.275 5 6.350 7.600 7 8.300 3 30.525
●
●
●
●
●
一

4年 10 村田麻衣子 日本大学 7.750 7.500 7.850 5 7.250 30.350

幸
●
●
●
●
●

2年 11 立石絵里 日本大学 7.850 7.300 7.100 8．000 4 30.250

1年 13 斎藤あゆみ 日本大学 7.700 7.550

●
●
●
●
●
●

8 7.300

●
●
●
●
●
●

7.600 30.150

4年 18 田崎晶子 日本大学 7.600 7.350
●
●
●
●
●
●

7.200 7.650 29.800

順 チーム名 跳馬 段違い平行棒 平均台 ゆか 合計

1 東京女子体育大学 41.800

》
の
●
●
●
●
一

43.300

画
●
●
、
●
●
一

41.225

ロ
●
●
●
●
●
一

41.025
●
●
●
●
●
一

167.350

2 日本体育大学 41.875

■
●
●
●
●
●
一

41.800

■
●
●
●
●
●

41.575

ロ
●
●
●
●
●

41.700

■
●
●
●
■
●
一

166.950

3 青森大学 41.675 40.975 39.400
■
●
●
●
●
●

42.075 164.125

学年 I煩 選手名 所属 跳馬 段違い平行棒 平均台 ゆか 合計

2年 1 佐原礼香 青森大学 9.025 9.250
●
●
●
●
●
■

9.075 8.825

一
●
●
●
●
●
。

36.175

一
●
●
●
●
●
血

2年 2 市川千尋 仙台大学 8.825 8.825 9.250 8.775

一
●
●
●
●
●
《

35.675

｝
●
●
●
●
●
卓

2年 3 溝口絵里加 日本体育大学 8.650

》
●
●
●
●
●
一

9.325 9．000

》
●
●
●
●
■
一

8.525

》
●
●
●
●
●
《

35.500

一
●
●
●
●
●
一

l頂 チーム名 跳馬 段違い平行棒 平均台 ゆか 合計

1 日本大学 42.350 42.950 42.725 44.050 172.075

2 国士舘大学 42.325 41.725 41.400 43.325 168.775

3 大阪体育大学 41.650 41.775 40.150 44.225

｝
●
●
●
●
●
一

167.800



栃木県体育館 2005/9/17－20全日本社会人選手権大会1部2005

男子

個人総合

個人総合

2005/9/17－20

“

栃木県体育館5全日本社会人選手権大会2部 2005/9／17－20200

男子

2005

女子

個人総合

－18‐

栃木県体育館全日本社会人選手権大会1部2005 2005/9／17-20

栃木県体育館

《‘螺l1w0、

全日本社会人選手権大会2部

順 チーム名 ゆか あん馬 つりI§ 跳馬 平行棒 鉄棒 合計

1 騨'江ビタリクラブ 28.450 28.425 28.025 28.425 28.800 27.750
一
●
○
●
●
●
ロ

169.875

2 若渓クラブ 28.050 28.150 ●
●
凸

27.400 27.750 27.950 27.700
》
●
●
■
●
●
《

167．000

3 土浦日大桜花倶楽音 I 28.350
●

27.600； 27.250 27.550 27.400
●

27.500； 165.650

12 日大桜樹クラブ 27.750 27.625
。
●

26.400 26.150 26.950
●

26.700；
‐

161.575

順 選手名 所 属 ゆか あん馬 つりI箇 跳月
ｐ
Ｄ
９
■
■
■
一 平行棒 鉄蝋

●
■
口
角
■ 合計

1 水鳥寿思 惚洲会体操クラブ 9.300 9.525 00 9.350 9.475 9.550 56.500

2 冨田洋之 セントラルスポーツ 9.400 8.550 9.625 9.500 9.700 9.625 56.400

3 鈴木良太 コナミスボーツクラブ 9.450 9.100 8.900 9.375 9.500 9.350 55.675

45期 7 芳村裕生 コナミスポーツクラブ 8.850 8.650 9.300 9.525 9.350 8.950 54.625

43期 17 鏡 尚 志 作新T･Mクラブ 8.350 9.050 8.500 9.325 8.950 9.100 53.275

45期 18松谷育英 日大根樹クラブ 8.800 7.850 9.100 9.350 9.000 00 52.900

46期 26 森光大 日大樫樹クラブ 7.350 8.500 8.400 9.225 9.150 9.300 51.925

38期 27 林弘策 コナミスボーツクラブ 8.450 7.750 8.850 9.250 00 9.000 51.800

45期 29 田崎裕祐 日大樫樹クラブ 7.850 8.200 8.850 8.800 8.900 8.700 51.300

44期 32佐藤佑介 日大樫樹クラブ 8.250 9.250 7.900 8.450 8.650 8.450 50.950

45期 34 若松伸 三憂養和体裡スクール 7.700 8.300 8.150 9.100 8.700 8.250 50.200

45期 39 徳永哲人 日大樫樹クラブ 8.650 7.450 7.350 8.900 8.150 8.400 48.900

45期 42 笹村昌宏 日大樫樹クラブ 7.750 8.150 7.450 9.000 7.900 8.200 48.450

44期 45 野村俊介 日大樫樹クラブ 7.450 7.400 8.650 8.250 7.250 7.700 46.700

44期 56 能勢龍二 日大樫樹クラブ 7.400 6.550 0.000 8.750 6.750 8．100 37.550

順 チーム名 跳馬 段違い平行棒 平均台 ゆか 合計

1 東女 Z:OG 27.750
》
●
◆
●
０ 27.725 27.425 26.900

》
●
●
●
■
●
▲

109.800

2 若渓クラブ 27.2001 27.300 27.500 27.400
－
０
●
●
●
●
凸

109.400

3 藤村クラブ 26.775 ●
●
▲

27.550 26.000 26.100
画
●
●
●
●
●
《

106.425

順 チーム名 ゆか あん馬 つりI筒 跳馬 平行棒 鉄ポ
》
民
． 合計

1 徳洲会体 巣クラブ 45.675 46.400 46.325 46.875 46.650 45.300 277.225

2 コナミスポーツクラブ 45.000 42.950 45.900 47.025 45.450 45.400 271.725

3 日大 § クラブ 39.750 41.200 42.900 44.575 42.950 43.350 254.725

女子 順 選手名 所 属 跳馬 段違い平行棒 平均台 ゆか 合計
1 松尾奈美 順友クラブ 9.525 9.650 9.200 9.400 37.775

2 江里口奈緒 藤村クラブ 9.325 9.750 00 9.300 37.675

3 監物絵美 湘南 9.600 9.150 9.200 9.350 37.300

順 選手名 所属 ゆか あん馬 つりI苗 跳馬 平行棒 鉄輔
。
§
。 合計

1 三好浩平 兵庫フェニックス 9.775
》
●
の
●
●
●
凸

9.550 9.450 9.600 9.550 9.250 57.175

2 馬I段華 相原体操ｸラブ 9.850
》
●
●
●
●
●
《

9.900 9.200 9.900 ●
Ｏ
●
“

9.500 8.800 57.150

3 魔田： 雪也 TEAMONEPU”OSE9.950： 9.350 9.350 9.300： 9.700 9300 56.950

26期 17 川畑I悩雄 兵庫ﾌｪﾆｯｸｽ
●

9.700； 9.450 8.450 9.075； 9.500 9.200 55.375

38期 20佐藤弘典 湘南 9.100
で
今
●
◆
●
●
《

9.500 9.000 9.325
》
●
●
●
●
●
一

9.350 8.950 55.225

27期 45 島田利夫 日大桜樹クラブ 9.150 ●
●
●
《

8.850 9.250 8.500
守
●
●
●
●
●
一

9.250 9．000 54.000

34期 47 君嶋孝之 日大桜樹クラブ 9.300
一
●
●
◆
●
●
《

9.525 8.450 9.250 8.800 8.600 53.925

34期 52 林克彦 日大桜樹クラブ 9.300
一
●
●
●
●
●
一

9.250 8.700 8.400 8.900 9.100 53.650

38期 54 町田知巳 加茂体操クラブ 9.250
》
●
●
●
●
●
』

9.100 8.450 8.800 8.600 9.050 53.250

女子 順 選手名 所 属 跳馬 段違い平行棒 平均台 ゆか 合計

1 和雪梅 日体スワロー 8.500
ろ
●
●
●
●
《 8.525 ●

●
●
《

9.150 8.700 34.875
一
●
●
●
●
●
凸

2 正見こずえ 鹿屋クラブ 8.800
こ
り
Ｃ
●
●
●
《

8.400
》
ｏ
●

8.100 8.550 33.850
で
●
●
●
●
●
《

3 五藤佳奈 鹿屋クラブ 7.050
酉
●
●
●
●
●
凸

7.500
》
●
●
●
●
●
凸

6.550 6.300 27.400
▽
●
●
●
●
●
垂



尼崎市記念総合公園体育館(兵庫）全日本体操競技選手権大会

一

ｍ
男
砺
子

2005/10/14－16

総個人

/翁繍､1,1

団体総合個人成績

桜樹関係者のみ）日大

男子

あん馬I飯嶋顕｜日本大学9300

尼崎市記念総合公園体育館(兵庫）2005/10/14-16全日本体操競技選手権大会2005

女子
'緬陶）

19

合

順 チーム名 跳馬 段違い平行棒 平均台 ゆか 合計

1 戸田市スポーツセンター 43.075 43.450 41.850 42.450 170.825

2 朝日生命体操クラブ 43.325 43.500 42.150 41.275 170.250

3 東京女子体育大学 40.700 42.400 39.925 40.025 163.050

4 日本体育大学 41.300 41.850 39.875 39.575 162.600

5 レジックスポーツ 40.150 42.325 39.300 39.275 161.050

6 京都ジャンピング体操クラブ 41.625 38.075 37.325 40.475 157.500

順 チーム名 ゆか あん馬 つり輪 跳馬 平行棒 鉄棒 合計

1 徳洲会体操ｸラブ 45.250 44.050 46.375 46.825 46.575 45.675 274.750

2 日本体育大学 44.300 45.450 44.875 46.925 46.350 45.100 273.000

3 コナミスボーツクラブ 44.850 44.375 45.550 46.425 46.350 44.550 272.100

4 順天堂大学 43.450 42.350 42.875 46.200 45.750 44.575 265.200

5 日本大学 43.575 40.750 43.050 46.050 44.225 44.575 262.225

6 仙台大学 42.575 41.350 45.025 45.225 43.400 44.150 261.725

7 早稲田大学 41.650 40.350 42.875 44.425 41.050 41.000 251.350

選手名 所属 跳馬 段違い平行棒 平均台 ゆか 合計

1 上 村美揮 朝日生命体操クラブ 9.200 9.450 9.200 8.275 36.125

2 大島杏子 朝日生命体操ｸラブ 8.800 9.350 8.775 9.000 35.925

3 黒田真由 レジックスポーツ 8.575 9.550 9.025 8.575 35.725

順 選手名 所属 ゆか あん馬 つり輪 跳馬 平行棒 鉄棒 合計

1 冨田洋之 セントラルスポーツ 9.125 9.625 9.775 9.450 9.625 9.625 57.225

2 水鳥寿思 徳洲会体操ｸﾗﾌﾞ 9.400 9.400 9.000 9.600 9.300 9.500 56.200

3 中瀬卓也 徳洲会体操ｸラブ 9.275 8.700 9.325 9.550 9.075 9.275 55.200

45期 9 芳村裕生 コナミスポーツクラブ 9.200 9.050 9.025 9.375 9.300 8.800 54.750

38期 16 林弘策 コナミスポーツｸラブ 8.750 8.850 9.025 9.125 9.350 9.000 54.100

4年 24 飯嶋顕 日本大学 8.775 9.150 8.800 8.925 8.350 8.950 52.950

4年 25 江原嘉一 日本大学 8.625 8.950 9.025 9.075 9.250 8.000 52.925

43期 26 鏡尚志 作新T･Mクラブ 8.100 8.750 8.700 9.150 8.700 9.450 52.850

順 選手名 所属 跳馬 段違い平行棒 平均台 ゆか 合計

1 上村美揮 朝日生命体操クラブ 9.125 9.450 9.075 8.800 36.450

2 岡部紗季子 朝日生命体操ｸラブ 9.275 8.775 8.650 8.775 35.475

3 佐原礼香 青森大学 8.800 9.125 8.375 8.750 35.050

順 選手名 所属 ゆか あん馬 つり輪 跳馬 平行棒 鉄棒 合計

1 冨田洋之 セントラルスポーツ 9.100 9.625 9.725 9.350 9.575 9.450 56.825

2 水鳥寿思 徳洲会体操ｸラブ 9.300 8.750 9.400 9.650 9.350 9.500 55.950

45期 3 芳村裕生 コナミスポーツクラブ 9.000 9.050 9.275 9.500 9.475 8.800 55.100

38期 18 林弘策 コナミスポーツクラブ 8.700 8.800 8.850 9.225 9.200 8.750 53.525

4年 23 江原嘉一 日本大学 8.350 8.200 9.050 9.200 9.275 9.125 53.200

43期 34 鏡尚志 作新T･Mクラブ 8.500 8.200 8.700 9.100 9.000 9.225 52.725

4年 37 飯嶋顕 日本大学 8.450 9.100 8.700 8.925 8.650 8.800 52.625

4年 38 山口悠樹 日本大学 8.825 7.800 8.950 9.125 9.250 8.600 52.550

2年 39 田中和仁 日本大学 8.300 8.500 8.650 9.075 8.900 9.000 52.425

3年 42 守屋貴夫 日本大学 9.100 8.750 8.000 9.100 8.500 8.800 52.250

3年 44 内田友幸 日本大学 8.700 8.600 8.700 8.600 9.100 8.525 52.225

46期 47 森光大 日大樫樹クラブ 8.525 8.800 7.650 9．000 8.550 9.250 51.775

45期 55 松谷育英 日大樫樹クラブ 8.550 7.150 9.250 9.050 8.900 8.400 51.300

3年 62 西峯賢二 日本大学 9.000 7.500 7.250 9.550 8.300 9.050 50.650

1年 80 川野貢太 日本大学 8.300 7.150 8.400 8.725 7.850 8.500 48.925



2005/10/22神奈川県立体育センター関東学生交流大会

個人成績

2005

男子

個人総

個人成絹女 子

2005/10/22-23

i'mwlmI'1、

関東学生新人大会 神奈川県立体育センター 2005/10/22-232005

男子

2005

女子

個人総

神奈川県立体育センター

紳

関東学生新人大会

-20－

学年 順 選手名 所属 跳馬 段違い平行棒 平均台 ゆか 合計

4年 1 高橋里沙 東海大学 8.650
●
●
●
●
●
●

5 8.350 1 8.300
●
●
●
●
●
●

5 8.800
●
●
●
●
●
●

4 34.100

2年 2 山田統子 日本女子体育大学 8.675 4 8.000 2 8.350 4 8.350
●
●
●
●
●
色

33.375

2年 3 馬場絵理子 筑波大学 8.625 6 6.550 8.900 1
●

9.000；1 33.075

3年 19新井麻衣 日本大学 8.100 6.850 5.750 7.900： 28.600

2年 20 茂木瀬里香 日本大学 7.600 6.100 7.050 7.600
■
●
●
●
●
●

28.350

順 チーム名 跳馬 段違い平行棒 平均台 ゆか 合計

1 東京女子体育大学 34.100 33.900 34.650 35.150 137.800

2 日本体育大学 35.350 30.100 33.500 35.550 134.500

3 日本女子体育大学 33.300 31.950 32.950 33.800 132.000

学年 順 選手名 所属 ゆか あん馬 つり輪 跳馬 平行棒 鉄棒 合計

2年 1 平田敦士 日本体育大学 8.600
●
●
●
●
●
●

1 8.050 3 8.850 3 9.100 3
●

9.050；1 8.200 2 51.850

3年 2 新藤正晃 日本大学 7.850 7 8.650 1 8.950 1 9.100 3 8.000
●
●
●
●
●
●

4 7.300 49.850

3年 3 佐藤誠 日本体育大学 8.500 3 8.150 2 8.600 5
●

9.300§1
●

8.100；3 6.900 49.550

2年 6 木島宏史 日本大学 7.800：8 7.750 7 6.950 9.000 5 7.900；6 7.750 47.150

2年 7 千葉厚太 日本大学 7.400 7.800 6 7.550 8.450 7.650
■
●
●
●
●
● 8.250 1 47.100

3年 9 福島良次 日本大学 8.250 4 7.550 7.750
●
●
●
●
●
●

8.400 7.450
●
●
●
●
●
凸

7.550 46.950

2年 11 堂河内佑 日本大学 7.550 8.000 4 6.650 8.000 7.500
①
●
●
●
●
凸

7.650 45.350

2年 14小山洋平 日本大学 7.900 5 7.000 6.800 8.050 7.800
一
●
●
●
●
●
一

7 7.450 45.000

2年 15増子靖和 日本大学 6.850
■
●
●
●
●
● 7.650 8 8.000 7 8.150 7.350

申
●
●
●
●
●

6.900 44.900

2年 81 渡過大輔 日本大学 0.000
●
●
●
の
●
●

0.000
●
●

．
①
●
●
●

0.000 8.700 8.150
●
●
●
●

●
●

2 2.500 19.350

学年 I項 選手名 所 属 跳馬 段違い平行棒 平均台 ゆか 合計

1年 1 井上奈那 筑波大学 8.950 4 9.325 2 9.250 4 9.400 2 36.925

1年 2 宮淫望 東京女子体育大学 8.800 6 9.350 1 9.500 1 8.900 36.550

1：
』
■
』 3 井上春香 日本大学 9.400 1 8.450 7 8.850 5 9.500 1 36.200

1年 15斎藤あゆみ 日本大学 8.575 7.100 8.150 8.950 8 32.775

順 チーム名 ゆか あん馬 つり輪 跳馬 平行棒 鉄棒 合計

1 日本体育大学 34.350 33.350
一
●
●
●
●
●
凸 34.000 36.850 33.400

●
●
●
●
●
凸 33.150 205.100

2 日本大学 32.750 32.550 32.400 35.100 32.450
》
●
●
●
●
●
《

33.000 198.250

3 順天堂大学 33.050 32.650 31.300 36.000
ロ

29.200； 32.750 194.950

学年 順 選手名 所属 ゆか あん馬 つり輪 跳馬 平行棒 鉄棒 合計

1年 1 太田晃輔 日本体育大学 8.550 4 8.800
一
●
●
●
●
Ｏ
阜
2 7.850 9.150

一
●
●
●
●
●
“
6 8.600 1 8.500 5 51.450

1年 2 新島卓矢 I頂天 堂大学 8.950 1 8.450
》
●
●
●
●
●
一
7 8.050 9.200

》
●
●
●
●
●
一
3 7.950 8.800 1 51.400

1年 3 前島－貴 日本ク属育大学 8.450 5 8.000 8.150 7
●

8.650； 8500：3 8.550 4 50.300

1年 7 岡井翻吾 日本大学 8.350 8 8.150 7.750 8.800 8.500 3 8.600 3 50.150

1年 10川野貢太 日本大学 8.300 7.750 8.600 4 8.850 8.550 2 7.150 49.200

1年 12飯嶋正志 日本大学 7.900 8.550 5 7.950 8.800 7.900 7.950 49.050

1年 21 沖中一仁 日本大学 7.900 6.450 8.050 8.650 7.250 8.450 7 46.750

1年 22 井原隆 日本大学 7.800 8.100
■
●
●
●
●
●

7.650 8.400 7.500 7.250 46.700

1年 23 大倉純貴 日本大学 8.200 7.700 7.800 8.600 6.350 8.000 46.650

3年 59 市角仁 日本大学 6.100
》
●
●
●
●
●
１

4.800 6.300 6.850 5.400 5.050 34.500



2005

男子

順位

1

2

3

7

11

13

県名

岡山

埼玉

大阪

京都

鹿児島

広島

国民体育大会

成年男子団体総合

メンバー名

水鳥,浅田,速見,西峯,沖口

斎藤,西村,佐藤.星,坂本

青山,新藤,森,；寸田.下田‘七

山口,小西,新&6,国トド,皇‘ '1

能勢‘川野,松本,永山,巻島

江原,藤井,進堂,堂河内

女子成年女子団体総合

順位 県名

1 岡山

2 福井

3 兵庫

5 神奈川

メンバー名

山本,加賀,藤井,椎原,有松

中村,小林,宮津,広溝

寺元,三i患pq
ヨ§

小泉,井上,；すI

園】
エモロ

EI

小
ー1

胎生

31〕

,和雪梅

頁.森本

丑監！ 3

桃太郎アリーナ(岡山）2005/10/25

ゆか あん馬 つり輪 跳馬 平行棒 鉄棒 計

26.500 27.700 28.225 28.375 27.800 27.450 166.050

26.800 26.750 26.150 27.825 27.425 27.800 162.750

25.650 27.200 26.450 27.700 27.400 27.225 161.625

26.350 26.050 25.600 27.575 25.600 25.400 156.575

25.500 24.900 25.550 26.800 25.300 24.550 152.600

25.600 23.900 24.300 26.450 24.800 23.400 148.450

跳馬 段違い 平均台 ゆか 計

27.775 25.900 26.675 27．000 107.350

27.175 26.150 26.325 27.250 106.900

26.575 26.150 27.100 26.650 106.475

27.125 25.075 25.125 26.150 103.475

/､Imi,，

/蝿、
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平成1ア年度

インターハイ懇親会

日時）平成17年8月7日（日）

会場）千葉市；つれづれ

幹事）

参加）6期・鶴見興人／7期･苅込和男／8

期･橋口泰武・山内悟／10期・門脇

隆･近藤明．11期･大塚文夫／12期・

田中清子／13期･斉藤敬一･庄司忠男・

塚田和茂・塚田千津代・中村栄喜／14

期・青木文次・田中章二・中馬加奈子／

‘豊凧熟薫i駕蝋蟻,瀧
本俊一･松本真利子･境保則／21期・

高見等／22期・藤井幸信／25期・小

野田博之／26期･千代恭司･小内格子／

29期・山本新吾郎／30期・小林隆／

32期・大塚孝幸・佐藤寿治／33期・竹

田盛勝･豊田麻規子／34期・君嶋孝之・

中塚伸治／36期・染谷忠勝／37期・吉

田義経･片岡明美／38期・畠田一道･佐

藤弘典／39期･小沼弘明／40期･秦剛

一／41期･門脇年宏･渡辺稔宜／44期・

内藤啓子

以上47名

報告）インターハイ恒例の桜樹会を、規定

演技初日の8月7日（日）に千葉市「つれづ

《‘IImI偽、れ」で開催しました。大学からは梶山広司先
生（17期)・長津郁子先生（31期)・西川大

輔先生（34期）の3名が出席。総勢50人の

出席を頂き､会場は大いに盛り上がりました。

（予想外の人数のため全体写真を撮ることが

できませんでした｡）

社会人懇親会

日時）平成17年9月17日(土)19:30～

会場）宇都宮；しおの

幹事）14；木下咲夫､19;渡辺美弥子、

24;森元潤一､26;樫井一男

参加）1;石井征也､14;五十嵐久人、

懇親会報告

1誘息新年会

17;梶山広司､27;島田利夫､33;竹田盛勝、

34;君嶋孝之･西川大輔､43;鏡尚志、

44;佐藤祐介･能勢龍二･野村俊介、

45;田崎裕祐･松谷育英､46;笹村昌宏・

徳永哲人･森光大

以上20名

志新年会

日時）平成18年1月21日(土)17:00～

会場）新宿「栄寿司二号店」

幹事）25；遠藤幸一，43；葛西玲広

参加）遠藤幸雄(j調，石井征也(1)，堀田淳

二(2)，芳尾明(2)，吉川晃(2)，小俣

里知子④，早田卓次(4)，小栗郁郎⑤，

小松武雄(5),浅田泰男(6),鶴見興人(6)，

岩津稔(7)，海谷美代子(7)，門脇隆

（1①，大原健司(11)，原弘吉(11)，三木

和一郎(11)，小笠原祥子(13)，斎藤敬一

（13)，宮原久美子(13),塚田和茂(13),塚

田千津代(13)，青木昭文(14)，久保光正

（14)，外山宜男(14)，山中ゆう子(15)，梶

山広司(17),遠藤幸一(25),大野裕二(27)，

吉川秀之(27)，長葎郁子(3D，佐藤寿治

（32)，西川大輔(34)，宮根豊(35)，後藤

靖治(38)，佐藤弘典(38)，渋沢葉子(38)，

林弘策(38)，葛西玲広(43)，佐藤佑介

（44),能勢龍二(44),田崎裕祐(45),森光

大(46）

以上44名
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平成1フ年度会費納入状況報告
会費納入者；141名総額；91

No.月日氏 名

総額；921,000円

金額

2，000

2，000

2，000

2，000

2，000

2，000

2，000

2，000

2，000

2，000

2，000

12，000

12，000

12，000

12，000

12，000

6，000

6，000

6，000

6，000

6，000

6，000

6，000

12，000

6，000

6，000

24，000

4，000

2，000

6，000

6，000

6，000

6，000

6，000

12,000

氏 名

谷田部光則

梶山広司

山本一晴

松本俊一

小坂井一弘

桜井一男

渡辺美弥子

畠山繁博

樫一幸

川畑龍雄

島田利夫

大塚政子

森下亮

浅田泰男

朝倉徳雄

松本恭子

藤田純一

佐藤善幸

柳沢聖子

山田真二

田野哲

船木政明

村上吉正

慶田盛定

平田倫敏

水島宏一

川西美也子

木村多喜

岩田’惇

高波司雄
工藤昌二

久保田一行

境保則

矢木幹男

竹ﾈｵ‘里香

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

月

１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
５
７
７
７
７
７
７
７

日
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

金額

6，000

6，000

12，000

6，000

6，000

6，000

6，000

6，000

6，r雨I1i,1

6，000

4，000

4，000

2，000

6，000

6，000

6，000

6，000

8，000

4，000

2，000

6，000

6，000

6，000

18，0f‘露i,’
6，000

4，000

4，000

12，000

6，000

6，000

6，000

6，000

6，000

6，000

8，000

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ｏ

ｑ
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７

Ｎ

石渡幸一

市川哲史

小野鮎子

佐伯良治

笹村昌宏

須藤大地

田村元永

塚 本 泰 裕

徳永 哲 人

錦井智子

森光大

外山宜男

小俣里知子

菊地君男

山中ゆう子

菅野秀俊

室屋武子

金子正史

真 島 孝 濯

和田勝

小柴守夫

安藤泰行

大塚文夫

櫛 谷 宗 敬

青木昭文

山下敦

大塚孝幸

梅田陽子

斉藤寛

春 山 文 子

岡本公子

伊 藤勇

山本好隆

相原和明

中谷秀明

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

け

つ
口
、
．
．
●
●
ロ
ー
雲
一
言
ロ
●
里
ロ
ロ
・
旦
一
『
宮
●
●
●
●
●
且
一
一
口
。
●
●
●
●
“
一
一
・
●
●
○
．
●
●
二
一
一
一
宮
。
●
ロ
ロ
。
“
一
一
一
口
●
●
●
●
●
皇
一
一
一
宮
●
ロ
皇
。
．
．
“
一
一
．
●
○
○
．
口
■
二
一
一
『
ロ
ロ
●
●
●
且
一
一
言
・
●
●
●
●
●
ロ
一
一
『
．
●
●
●
●
●
里
一
一
一
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
一
一
一
口
．
●
●
●
．
且
一
一
言
●
●
０
．
●
●
二
一
（
ハ
ェ
ー
明
叩
》
》
》
一
一
”
》
．
●
・
密
雲
●
毒
（
一
《
魂
一
恥
》
》
》
〉
（
率
卵
辛
叩
叫
》
》
一
一
一
〈
一
恥
皿
》
》
》
〉
〉
（
《
《
叩
叩
亜
》
〉
）
（
一
皿
皿
盟
》
一
》
〉
一
（
《
“
唖
叩
唖
》
一
〉
（
《
恥
叫
唖
亜
》
〉
〉
〈
一
恥
一
叩
叩
”
一
函
》
一
（
一
恥
恥
明
亜
》
》
〉
（
ハ
“
“
”
”
）
（
一
恥
畢
坤
》
”
》
〉
〉
（
一
ｍ
“
》
”
〉
〉
一
勺
己
●
●
●
●
●
口
一
勺
・
ロ
宮
●
ロ
ロ
．
且
一
一
一
頁
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ー
卓
官
●
●
．
●
●
ロ
一
一
一
『
．
●
．
●
●
●
“
一
一
口
●
●
．
．
●
且
一

（
恥
や
一
一
一
一
・
一
》
一
一
『
●
・
ロ
●
●
・
巳
一
《
一
》
や
妻
／
〃
《
一
一
一
（
一
一
亜
“
雲
琴
〃
麺
一
一
（
一
叩
〃
雲
／
《
一
一
一
〈
一
一
率
彦
彦
〃
《
一
一
（
一
四
一
参
今
琴
《
一
一
一
（
《
叩
喜
一
／
《
］
一
一
一
一
亜
一
″
多
彦
《
］
’
（
一
一
函
一
″
雲
／
一
一
一
一
（
一
》
一
一
〃
〃
″
一
一
一
（
一
一
唖
一
彦
琴
彦
《
一
一
《
唖
牽
彦
写
″
《
一
一
（
一
叩
一
〃
妻
〃
《
一
一
（
一
一
幸
″
〃
〃
一
一
一
（
一
一
亜
彦
／
一
《
］
一
《
《
零
●
琴
／
《
］
’
一
《
》
一
雲
亥
″
一
一
一
（
一
理
一
彦
一
／
《
］
一
《
《
雫
〃
／
言
《
一
一
一
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氏名

望月敏正

巻島久

山 脇 恭 二

西川大輔

林弘策

大江晴久

寺元良人

中 山 孝 之

竹中剛

鶴見興人

加藤真理

川崎聖子

門脇隆

三富洋昭

松谷育英

佐藤勲

朝倉康雄

梶信昭

錦井利臣

錦井浩樹

山田秀二

水島克己

高見等

舟山忠広

伊東恭一

斉藤敬一

寛山秀成

水田靖人

坪井しのぶ

山内‘悟

岡本みどり

今西悦子

伊谷正一

金額

6，000

6，000

12，000

4，000

4，000

4，000

6，000

4，000

8，000

6，000

6，000

4，000

6，000

4，000

4，000

6，000

12，000

12，000

6，000

6，000

12，000

6，000

6，000

6，000

6，000

6，000

12，000

6，000

6，000

6，000

12，000

6，000

12，000

氏 名

金子 洋 平

中村幸子

棄山香 織

日向小百合

宇野正信

佐藤之 俊

大塚宏

西淫員里子

小野田博之

三鍋ますみ

平川文雄

田中章二

志村久 子

渋沢葉子

足 立鈴子

金野 東

高井一 成

岩津稔

松 下悦子

林 昌幸

今村‘悟

国井信 行

海谷美代子

青木香乃

佐藤 久 恵

豊田麻規子

藤田力 雄

小貫孝 春

椎原 英 世

天童 毅

太田崇

早田卓 次

栗原博人

宮川直人

平井良幸

宮崎真由美

上野 剛

近藤明

金額

6，000

6，000

2，000

2，000

6，000

12，000

4，000

6，000

5，000

16，000

6，000

6，000

6，000

4，000

12，000

4,000

4，000

12，000

6，000

12，000

12，000

6，000

6，000

2，000

6，000

8，000

6，000

6，000

6，000

4，000

2，000

18，000

6，000

6，000

4，000

6，000

6，000

6，000

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
９
９
９
９
９
９
１
１
１
１
１
１
２
２
２
１
２
２
３

月
１
１
１
１
１
１
１
１
１
帖

９
０
０
０
０
１
５
５
５
７
０
１
３
５
２
５
１
８
９
９
４
７
２
５
５
９
１
９
３
６
２
８
１

日
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
１
２
２
１
２
２
２
２
１
１
２
２
２
２
１
２
３

月 No.

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

８
８
８
８
９
９
９
０
０
０
１
１
１
１
４
４
４
５
５
６
６
６
７
７
８
８
１
１
２
２
２
３
３
４
４
５
９
９

日
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

ｑ
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０

岬
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ｎ

綴
。

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７ ※ご協力ありがとうございました。
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平成1ﾌ年度日本大学桜樹会収支決算書
2005年4月1日～2006年3月31日

(収支決算書）

25

(収入明細）

会計監査岡本公子（平成18年5月20日）

41隼

(支出明細）

／‘患;、1

141名

鞭・采I薄垂

(特別積立金）

喉
一
一
一
一 予算額 決算客ヨ 増減額

収入総客ヨ 2,559,000 2,423,422 135,578

支
Ｌ
Ｌ」総客ヨ 2,559,000 1,312,327 1,246,673

■

■

』 語 (次年度語越金） 1，111，095

項 ヨ
酉
ｑ
一

ア
ヲ 算額 決算額 増 減 客ヨ

L

1胃考

前年Ⅲ置繰越金

会 費

1,358,825

1,200,000

1,358,825

921,000

0

▲279,000

寄
』

、

■

0 0 0

雑 収入 175 143,597 143,422
利息(普通･定額)､懇親会

残金

合言 2,559,000 2,423,422 135,578

記念昌ﾖ業費 500,000

項
二
二
二
】

＝

q

ー

レ
ア 算額 決算額 』

、
、
Ｄ
ロ
副

壁
画
一
一
『
『 戎額

ら

1胃考

事業 費 1，000，000 704,000 296,000

会報第39号発行136,000､名

簿発行168,000､競技会参加
補助400,000

補助費 340,000 340,000 0
体操部補助300,000､桜門会

登録補助40,000
塞
嗣

今
云

■
且
一
■
ｑ
．

些
唐
Ｐ
も 畠 50,000 20,584 29,416 会議室′

ｐ
一
』
Ⅱ

〉

吉
４
》

ロ
ロ

手
、
詑
一 今 (役

一
一
一
一
一
戸 会） J観！

通 言費
一

E
一

一

■
４
■
４
タ
ー

ー
コ
ヨ 毒；雪

３
３

日
尽f費

予＃胃費

350,000

50,000

20,000

749,000

70,738

43,000

11，155

0

279,262

7,000

8,845

749,000

合計 2,559,000 1,189,477 1,369,523



平成1ﾌ年度日本大学桜樹会総会議事報告
平成18年6月24日（士）15：00～17：00日大文理｢総合体育館会議室」
出席)01石井征也､O4上野剛､O4菊地君男､O4木村多喜､O4早田卓次､05小栗郁郎、
05山中勝男、06鶴見興人、07海谷美代子、07佐藤勲、11原弘吉、l2相原和明、14外
山宜男、17梶山広司、34西川大輔、43葛西玲広、仏佐藤佑介、44日向小百合、46森
光 大以 上20名

委任状198通（現住所不明18通）；通知678通（現在返信率35.8%）
I挨拶…会長石井征也

f卿龍蕊記選出…議長;菊池君男書記;海谷美代子
1．事業および行事報告…日本大判妾樹会・体操部関係；事務局
※競技会成績、懇親会報告等の詳細については別ページ。

2．会員動向…事務局

一会員逝去について

武本好文>12期（平成17年3月24日）、宮越達也戸20期（平成17年5月9日）、稲橋

‘恒行－1期(平成17年10月15日)、上野(旧姓佐藤)優子-7期(平成17年10月14日)、

早乙女貞夫-3期（平成18年1月12日）、津村二郎-10期（平成18年3月11日）

－新入会員について（平成18年3月卒：男子10名、女子4名）

一会員退会届について

蛭間比呂志（22期）…一身上の都合により退会

3．その他

Ⅳ審議事項

I鍵ﾘR､1，1．平成'7年度収支決算報告…事務局（別ページ）
・収入項目の会費が30万程度減額となった。会費納入者が少なかった。

・支出項目の通信費が30万残額となった。これは，これまで郵便局に発送を依

頼していたのを，宅配業者に変えたことによるものである。宅配業者は宛名シ

ールを貼付してくれて，送料も格段に安いカミ郵便局の場合は引越し先へ1年

間転送してくれるというメリットがあったが，それがなくなる。

2．会計監査報告…事務局代行（会計監査両名が都合により欠席のため）

3．平成17年度収支決算の認否→承認

・会費の集まりが悪いのは，世の中の景気と無関係ではないと思うカミ体操部の

活躍とも関係があり，関心度が上がれば会費納入につながると思うので，今後

の活躍に期待したいという意見があった。

．同じく会費に関して，総務より今後の検討事項として，60歳以上の会員が現
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在127名あり，以後増えていくわけであるが；いわゆる年金生活者の会費区
分が6000円で良いのか検討する必要があるという提示があった。

・会報の発送は会費の納入の有無に拘わらず,住所不明者以外には総て（716
通）送っているがウそれについても考える時期かも知れないという発言もあっ
た。

4．平成18年度事業および行事計画…事務局（別ページ）

5．平成18年度事業および行事計画の認否→承認

・全日本インカレや全日本が東京で開催されるので，懇親会の日時を知りたいと

いう発言があった。これに対して梶山監督より競技日程が分かりしだい役員に
知らせるということになる。

協皇撫含嚇瀞驚洲駕自蒋堂鱗蕊へ
ったので，今年もまた北九州で社会人大会が予定されているので，若手も気軽

に出席できる所をという言葉（お願い）があった。

6．平成18年度予算案…事務局（別ページ）

、今年度も会費収入が増えるとは思えないので，20万減額の予算とした。

・通信費25万減額は，決算報告でも述べたとおり，郵便局から宅配業者に変え

たことによる。

7．平成18年度予算案の認否→承認

8．その他

○体操部創部50周年記念行事について

．はじめに梶山監督より，50周年を迎えられたことへの感謝を込めて，総長は

じめお歴々を招いて盛大に祝いたい気持ちは山々なれど，成績が振るわないの

で跨跨しているという心情が述べられた。

．これに対していろいろな意見．考えが述べられたカミやらない方が良いという，綱wmm,｝
発言はなく，他の運動部の実例を参考にして，いまの体操部に出来るやり方で

実施しようということになる。

．会長からも，50周年という大切な節目を祝うということが大事なので，実行

委員会を組織して，桜樹会として大いにバックアップしようという言葉があっ

た。

・体操部創部は昭和32年なので来年が満期となる。式典の時期は，出席者の都

合を考えると，再来年のl～3月が良いと思われる。

、50周年記念を機に，選手の補助費基金なるものを創設してはどうかという意

見も出た。

○石井会長より任期途中で退任の申し入れ

・気力．体力・知力の衰えを感じるのと，会の組織が老齢化しているので若返り
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を戸の理由により，任期途中ではあるが会長を辞任したいという申し入れが文

書をもって議長に提出された。

．これに対して，慰留を求める発言が続出し，その中には，会長の性格から考え

ると，中途退任を申し出るにはよくよくとのこと(健康のこと，体協のこと，桜

樹会のことなど)と推察することはできるという発言もあったが,それでも考え

直してもらいたいというのが総意。

．さらに，創部50周年記念行事はぜひ現会長でという意見もあった。

･この総会で結論を出せる議案ではないので,議長預かりということにし,後日，

役員会を開いて協議するものとする。

以上

(畷IIIIIm、＜総会終了後､会員懇親会開催(会費5千円）＞17:00～
場所旭魚旨総本店下高井戸本店（電話03-3322-3331）下高井戸駅前

(鍵wmII，
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個人情報保護法施行に伴う対応について

（平成16年度会員総会資料）

日本大学桜樹会役員会

個人情報保護法とは、個人の権利と利益を保護する為に、個人情報を取得

し取り扱っている事業者(個人情報データベース等に含まれる個人情報の数

が合計5000人を超えているもの）に対し、様々な義務と対応を定めた法律

です。2005年4月より全面施行が予定されています。その法律は、企業が

守らなければならない義務を定め､それに違反した場合には行政機関が処分

を行なうという性格を持っています。 ／韓副，､、

「個人情報｣とは､｢生存する個人に関する情報であって､当該情報に含まれる氏名、

生年月日その他の記述等により特定の個人を識別することができるもの（他の‘情報と

容易に照合することができ、それによって当該個人を識別できるものを含む)」と定義

されています。

上記のことから､逝去者や現住所不明者を含めて825名の本会に関しては、

法律の対象となる事業者とはいえません。しかし、個人情報の扱いが慎重に

なる社会の現状を検討し、2005年度より名簿発刊について次の点に配慮す

ることにしましたのでお知らせいたします。

1．会員名簿は従来どおり、2年に1度、発行する．

2．会員名簿に不正利用しないようにする記述を掲載する。

3．掲載情報は、卒業年、コード番号、氏名（旧姓)、現住所、現住所電

話番号（携帯電話番号は掲載しない)、出身校とする。 ′銅､蝿，リ

4．卒業年での整理を入学年に変更する。

5．B5版にて文字を大きくする。

6．掲載を望まない会員から情報削除の連絡を受けた場合､今後の発刊に

おいて掲載をしないようにする。特に申し出がない場合は、そのまま

掲載する。

（見本別添）
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平成18年度役員一覧

＜会長＞1；石井征也

く副会長＞4;小俣里知子、

＜会計監査＞5;小松武雄、

＜総務＞25;遠藤幸一、

馴
好
砿

4;高田

7;岡本

43;葛西

以上平成16年度総会にて決定

く幹事＞17名

2;吉川晃4;菊地

5;小栗郁郎6;鶴見

9;朝倉徳雄11;原

{‘mIII'”;梶山広司20;渡辺
31;長津郁子34;西川

木村多喜・早田卓次

7;海谷美代子

14;外山宜男

29;水島宏一

44;佐藤佑介・日向小百合

男
人
吉
三
輔

君
興
弘
嘉
大

くブロック幹事＞15名

…8；山内‘悟

…7;佐藤勲、

…8;船木政明、

…20;慶田盛定

…8;小柴守夫

…13;中谷秀明、

…8;山崎智彦、

…5;儀部忠通、

北海道

東北

北信越

東海

近畿

中国
四国

九州･沖縄

11;宇野正信

14;五十嵐久人、15;住庚晃

25;小野田博之

33;橋本博之

16;錦井利臣

H18，10，10

《蝉’1侭、
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平成18年度事業および行事計画

｣L，
Kk7下僑fにロロコ.ﾉf太宅亭省宿

町田市総合体育fiE

※変更もありえますのでご注意ください。

'，鯛1mm､，

31

未定

大阪市中央体育館

町田市総合体育館

北九州市総合体育館

’

月
一
一
一

ー

犀
一

一

一

■言業および行菖言内容 場 所

5
12～14

20

東日本インカレ（応援）

第1回役員会

埼玉・北

日大文理

本市

(体操場）

6

17～18

24

下旬

世界選手権2次予選ほか

平成17年度総会・懇親会

会報40号発行･発送

千葉ポートアリーナ

日大文理

7 15～16 世界選三
○
ノ

一
一
一 窪最終号顎量、NHKj

C

ソ
｛
、

一

一 二毛
フ き・幕I蔓メッセ

8

9

7～9

9～11

1～3

未定

インターハイ（懇親会）

全日本インカレ（応援・懇親会）

社会人（選手派遣・応援・懇親会）
第2回役員会

10

7～9

13～15

14～22

国体（懇親会）

関東学生新人・交流（応援）

世界選手権

尼崎市記念公園総合体育館

神奈川県立体育センター

デンマーク・オーフス

11
10～12

25～26

全日本（応援・懇親会）

忘年会（有志）

代々木第一体育館

熱海；ホテル貫一

12 l～15 アジア競技大会 カタール・ドーハ

1 20 新年会（有志） 新宿；栄寿司二号店

3
定
定

未
未

第3回役員会（会計監査作業）

平成18年度総会・懇親会

未定

未定



平成18年度日本大学桜樹会予算案

2006年4月1日～2007年3月31日

(収支予算書）

《

(収入明細）

32

(支出明細）

《

項 ヨ 予算 額 前年号号算額
｝
ｑ
一

号算差額 備考

111息前年度繰越金

会 費

1，111，095

1，000，000

1,358,825

1,200,000

▲247,730

▲200,000

寄
4

、

■

0 0 0

雑収入 905 175 730
ニ

ノ珊息、

△、三
口ロ 2,112,000 2,559,000 ▲447,000

I胃
一
一

酉
ｑ
一

ア
ア 算額 前年予算額

車
ｑ

弓算差額

収入i聡蕃 2,112,000 2,559,000 ▲447,000

支出；聡額 2,112,000 2,559,000 ▲447,000

差弓 (次年度繰越金） 0 0

］ヨ
一
一
一
一

ロ
Ｑ
一

ア
ヲ 算額 前企

■■

q

ー

』
幸
一 弓算額

事
ｑ
一

弓算差額 備考

事業費 900,000 1,000,000 ▲100，000

会報第40号発行200,000,

各競技会参加補助;500,0

00、体操部創部50周年記

念誌編集200,000

補助費 340,000 340,000 0
体操部補助300,000,桜門

会登録補助40,000

懸慰 会議費 50,000 50,000 0
‐
Ｉ
ｑ
４
１

一
一
一
一
一
【
叩
Ｈ
一

今
云 長室ノ封 手

〃、

§具 少

通 言費 100,000 350,000 ▲250,000 会幸謎錘I送；
ハ
か
一 今

事 務費 50,000 50,000 0
原稿用紙､印刷用具購入

他

雑 費 20,000 20,000 0 口座手数〉斗

予備 費 652,000 749,000 ▲97，000

合計 2,112,000 2,559,000 ▲447,000



2006/06/14現在

請枯会予定

※日程は原則として開会式､会議､練習など､競技以外の日程を除いています。

‐33‐

謡平成18住
■

■
■
Ｐ

■

塵

※事業計画は変更の可能性があります｡ご注意ください。

lg
D1

画

口

Pl
bd

2006

月日曜月日曜 大会名 場所

413木 ～ 4 15土 2006環太平洋体操選手権大会 アメリカ･ハワイ

414 金 ～ 4 15土 第48回関西学生体操選手権大会 桃太郎アリーナ

414金～416日 第22回東日本学生体操競技グループ選手権大会 神奈川県立体育センター

422土～423日 第53回東海･北陸学生体操選手権 名古屋市総合体育館

55金～57日 第54回九州学生体操競技選手権 沖縄県立総合運動公園体育館

512金～51 4日 第40回東日本学生体操競技選手権 北本市体育センター

51 6火～521日 第56回西日本学生体操選手権 熊本県立総合体育館

61 0土～611日 高体連関東ブロック 栃木県体育館

61 7 土 ～ 6 18日
第39回世界体操競技選手権大会第2次選考会兼第15回アジア
競技大会第2次選考会

千葉ポートアリーナ

613 木 ～ 6 14土 高体連北海道ブロック 北海道立総合体育センター

616金～618日 高体連近畿ブロック 奈良県福原公苑第一体育館

617土～618日 高体連北信越ブロック 鯖江市総合体育館

617土～618日 高体連東海ブロック 名古屋市総合体育館

617土～618日 高体連中国ブロック 桃太郎アリーナ

617土～618日 高体連四国ブロック 愛媛県運動公園体育館

623金～625日

624土～625日

高体連東北ブロック

高体連九州ブロック

弘前市民体育館
〆詞I芽蝿

、
沖縄県立総合運動公園体育館

715土～716日
第45回NHK杯兼第39回世界体操競技選手権大会日本代表
決定競技会兼第15回アジア競技大会日本代表決定競技会

幕張ﾒｯｾ･イベントホール

7 21金～724月 2006西日本ジュニア体操競技選手権大会 岐阜メモリアルセンター

725火～729土 2006東日本ジュニア体操競技選手権大会 青森県･八戸市体育館

729土～83木 第3回アジア体操選手権大会(シニア） インド･スーラト

731月～81火 中体連北海道ブロック 函館市民体育館

82水～84金 全国高校総体 大阪市中央体育館

83木～84金 中体連中国ブロック 山口県スポーツ文化センター

85土～86日 中体連四国ブロック 鳴門総合運動公園体育館

87月～88 火 中体連近畿ブロック 滋賀県栗東市民体育館

8 7月～88 火 中体連東海ブロック 三重県四日市市緑地体育館

88火～89水 中体連北信越ブロック 富山県総合体育センター

89水～810木 中体連関東ブロック 熊谷ドーム

89水～810木 中体連九州ブロック 熊本県立総合体育館

89水～81 0 木 中体連東北ブロック 十和田市総合体育センター

8 9水～811金 第60回全日本学生体操競技選手権大会 町田市総合体育館

812 土 ～ 8 17木 2006全日本ジュニア体操競技選手権大会 横浜文化体育館

822火 ～ 8 24木 第37回全国中学校体育大会 鳴門総合運動公園体育館

91 金～93日

917日～918月

全日本社会人選手権大会

第36回中部日本学生新人体操選手権大会

北九州市総合体育館

岐阜メモリアルセンター
〆罰凧､11Wと

106金～109月 第61回国民体育大会 尼崎市記念公園総合体育館

1013金～101 4土 第38回関西学生体操新人選手権 奈良県立橿原体育館

1013金～1015日 平成18年度関東学生新人体操競技選手権 神奈川県立体育センター

1013金～1015日 平成18年度関東学生交流体操競技選手権 神奈川県立体育センター

1014土～1022日 第39回世界体操競技選手権大会 デンマーク･オーフス

102 1土～102 2日 第49回九州学生体操競技新人大会 福岡大学

1028土～1029日 第1回全国ブロック選抜U-12体操競技選手権大会 大阪市中央体育館

1110金～1112日 第60回全日本体操競技選手権大会 代々木第一体育館

11下旬 第39回東北･北海道学生体操新人交流選手権 仙台大学

122土～126水 第15回アジア競技大会 カタール･ドーハ

1215金～1216土 第13回ワールドカップ決勝 モナコ

2007

326月～328水 第7回全国体操小学生大会 茨城･大洗

327火～328水 第23回全国高校体操競技選抜大会 大分･別府アリーナ
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平成18年度体操部役員および部員
1本操音E役員

副部長；前野正夫

コーチ；長津郁子、西川大輔

部長；早田卓次

監督；梶山広司

1本操苦B員51名(男子35名、女子16名）

斉藤あゆみ／品川女子学院高

篠原綾乃／相武台高

半谷有里／東京成徳大学高

青木麻智子／日大藤沢高

1年；

古賀裕将／れいめい高

山本翻一／大分西高

荒井健之介／清風高

三宅正晃／関西高

松本知憲／能代高

川田貴之／作新学院高

後藤俊介／庄内総合高

野崎健太朗／横浜商大高

杉山竹史／東海大付属第二高

鎌田優／聖徳大学付属高
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4年；

西峯賢二／関西高

守屋貴夫／洛南高

鋪皇彰脈茎冨高
内田友幸／横浜商大附高

新藤正晃／清風高

平川雄貴／能代高

市 角 仁 ／中村高

後藤沙織／酒田中央高

新井麻衣／聖望学園高

3年；

田中和仁／和歌山北高

松本憲秀／れいめい高

渡遥大輔／洛南高

木島宏史／姫路商業高

千葉厚太／庄内総合高

小山洋平／関西高

上記のような予定になっていますので､お近くにお越しの際はぜひお立ち寄りください。

・練習場；日本大学文理学部第2体育館3階体操場

電話03－5317－9719(直通）
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女 子 16：20へ一 12：40～ 10：30～



男子体操部生活内容と環境

男子主将西峯賢二

現在、私たちの練習は授業の日は昼休み

12時30分からの昼補強、授業終了後に本

練習を4時20分から7時30分まで行なっ

ています。土・日曜日は1時から5時30分

まで行なっています。

練習状況は、部内ランク上位6名ずつの2

班に分かれています。そして平日は4～5種

目、土・日曜日は5～6種目行なっておりま

す。

練習内容は今年から大幅に変わりました。

なぜかというと、今年から体操競技のルール

が大きく変わったからです。そのひとつとし

て、10点満点の廃止があげられます。

よって今まで以上に、演技構成が長くなり

練習内容が今までとはガラリと変わることに

なりました。また減点の幅も大きくなり大欠

点は0，8点も減点されることになりました。

なので、これまでとは違い高難度

の技をやれば良いのではなく、多少難度を下

げても失敗や減点の少ない演技構成に変えた

ほうが良いのです。したがって、演技構成が

長くなり失敗もより出来なくなっている状況

なので、毎日通し込みを行い体力をつけ、そ

の後に技の練習を行います。それを少しづつ

演技に取り入れていくような練習を行なって

います。その中で梶山先生や西川先生に演技

構成や技のポイントなどの指導を頂きます。

試合では部員一丸となって失敗のない美し

い体操を心掛け、頂点を目指して頑張ります

ので､宜しくご指導ご支援の程お願いします。

男子体操部生活内容と環境

男子総務福島良次

今年は36名で男子体操部員が構成されて

います。4年生8名、3年生9名、2年生9

名、1年生10名です。36名のうち、31

名が八幡山総合学生寮で生活をしています。

寮の部屋割りは同学年ごとに2～3人に分

かれて､一年生は全員大音握に住んでいます。

部屋の雰囲気としては同学年ということもあ

り和気藷々としています。

寮生活としては朝と夜にご飯があり、バイ

キング形式になっています。お風呂も地下1

階に大浴場が完備されていて、トイレと自動／詞'mmIIIリ
販売機が各階に配置されていて、とても暮ら

しやすい環境になっています。その他にも学

生が使える会議室などがあり勉強も出来るよ

うな環境にもなっています。寮費は月に約5

万円程度でとてもおてごろになっています。

他には3～4ヶ月くらいに1回朝ごみ置き場

の掃除があり体操部全員でおこなっています。

次に練習内容としては、今年体操競技のル

ール改正があり、練習の仕方に大幅な変更が

求められました。変更の内容として大きく分

けて2つあります。1つは今までより減点の

幅が大きくなったことです。よって、より失

敗の少ない演技が求められるようになりまし

た◎2つ目として、今までよりたくさんの技

を行わなければならなくなったので、スタミ，銅鰯聡I
ナの強化が必要になってきます。

このことから、部員1人1人が協力し合い

目標に向かって頑張って参りますのでご指導

お願いします。
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女子体操部練習内容と環境

女子主将後藤沙織

私たち、女子体操部員は去年3月にそれま

での寮から引越し、現在はマンションの3部

屋を借り、そこを寮として使っています。以

前に比べ､学校からは少し遠くなりましたが、

毎日自転車で通っています。1部屋2DKに

4人ずつ入り、l部屋を食当部屋にし、食事

を作る部屋として台所を使用し他の2部屋で

は台所を使わないようにしています。

私たちの1日は、朝7時の起床から始まり

ます。各部屋ごとに部屋掃除と食当部屋に朝

(’､1m:I'､食を取りに行く人たちに分かれて仕事をしま
す。その後、各部屋ごとに食事をとりあとは

各自自由行動になります。授業に行く者もい

れば、洗濯などをして過ごす者もいます。

昼になると、昼休みの時間を使って12時

30分～12時50分までランニングバルコ

ニーでランニングやダッシュを行ないます。

本練習は4時20分から7時30分まで行

なっています。各自個人目標もありますが、

やはり部員全員が1つの同じ目標に向かって

日々練習を重ねています。やはり怪我人もい

ますが1日も早く練習に復帰できるように毎

日頑張っています。

練習後は寮で全員夕食をとり、その後にミ

ーティングを行っています。

紳以上が女子部員の一日となっています。

女子体操部練習内容と環境

女子総務新井麻衣

私たち女子体操部員の生活環境と練習は

以下のようになっています。

昨年の3月に赤堤にある寮より、現在では

芦花公園にあるサングレース芦花公園という

マンションに移り、そこに部屋を3つ借りて

1部屋部員4名で生活しています。4階にl

部屋、2階に2部屋でそのうちのl部屋が食

事を作る部屋とし、そこで食事当番は夕食を

作ります。食事当番は全学年交代で行い、1

人1ケ月約2，3回当番が回ってきます。同

じようなメニューが重ならないように、各自

栄養のバランスを考え、工夫して料理を作る

ように心掛けています。

現在私たちの練習は、7時に起床し部屋の

掃除から始まり、昼休み12時30分より2

0分間補強、ランニング、柔軟などを授業終

了後の16時20分より19時30分までの

本練習を行っています。東インカレ、全日本

インカレを常に頭におき、1人1人が目標を

持ち、長津先生の指導のもと高難度の技にも

積極的に取り組んでいます。

そのため怪我や故障者もおりますが、1日も

早く復帰できるように、毎日リハビリやトレ

ーニングに励んでいます。

昨年の全日本インカレでは、2部から1部

に昇格するという目標を達成することができ

ました。今年は更に上を目指して部員全員で

頑張っていきたいと思ってます。

女子部員は4年生2名、3年生4名、2年

生5名、1年生1名の合計12名で構成され

ています。
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会報への原稿募集について忽認､蕊‘‘’
日本大学桜樹会会員として活躍されている各位の体験談(よかったこと､悪かったこと、

成功したこと、失敗したこと、今後の指導に望むことなど）をはじめとして、学生時代の

思い出、現在興味を持っていること、近況報告などの原稿を募集しております。原稿枚数

など特別な指定は設けませんのでぜひ投稿していただきたいと思っています。なお、こち

らから原稿依頼をさせていただく場合もありますので、その際は桜樹会のためにも少しの

時間をさいて寄稿していただけるようお願い申し上げます（投稿締切；毎年3月31日)。

投稿先；〒333-0853埼玉県川口市芝園町3-4-245葛西玲広

電子ﾒー ﾙｱﾄ゙ ﾚｽ
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